使用説明書 



カメラの正しい操作のため、ご使用前に必ずこの使用説明書をご覧ください。 






























はじめに 


このたびは、ペンタックスカメラ MZ-L をお買い上げいただき誠に 
ありがとうございます。本製品の機能を充分活用していただくため 
に、ご使用になる前に本書をよくお読みください。また本書をお読 
みになった後は必ず保管してください。使用方法がわからなくなっ 
たり、機能についてもっと詳しく矢日りたいときにお巧に立ちます。 
この説明書で使用している作例写真は、必ずしもこのカメラで撮影 
したものではありません。 


rPENTAX 」 rSMCj はペンタックス株式会社の登録商標です。 



「林擒の秘密 J (有料） 

すぐに役立つ写真の基礎知識 

露出の仕組みや光の測り方、ピントの合わせ方な 
ど、写真の基礎を豊富なイラストと作例でわかりや 
すく解説しています。 

サービス窓□•ペンタックスファミリーまたは最寄 
のカメラ店でお買い求めください。 







カメラをまをにおほいいただくために 


この製品の安全性については充分注意をもってお0ますび、下記マークの内容に 
ついては特にを意をしてお使いください。 


A 警告 


このマークの内容を守5なかった場合、使用者げ重大な 
傷害を受ける可能性びあることを示すマークです。 


A 注意 


このマークの巧容を守5なかった場合、使用者び軽傷ま 
たは中程度の傷害を受けたり、物的損害の可能性びある 


ことを示すマークです。 


(\)禁止事項を表すマークです。 
A 注意を促すためのマークです。 


A 警告 


ご)カメラを分解しないでください。カメラ内部に高電圧部びあり、感電の危険げあ 
ります。 

落下などにより、カメラ内部び露出したときは、絶巧に露出部分に手をふれない 
でください。感電の危険びあります。 

ストラップが首に巻き付くと危険です。ルさなお子様びストラップを首に掛けな 
いよラにごミ主意ください。 

& 望遠レンズを付けた状態で、長時間太陽を見ないで<ださい。目を痛めることび 
あります。特に、レンズ単体では、失明の原因になりますのでご注意ください。 
^ 電池は幼児の手の届かない所に保管してください。万一、電池を飲みこんだ場合 
は、直ちに医師にご相談ください。 


[么注意 

(\)電池をシヨートさせたり、火の中に入れないでください。また、分解や充電をしな 
いでください。破裂‘発火の恐れがあります。 

万一、力;ラ内の電池げ発熱•発煙を起こしたときは、速やかに電池を取り出して 
くださし V その腳ま、やけどに充分ご注意ください。 


〇 








取り扱い上のを意 


◎ミちれ落としに、シンナーやアルコール•ベンジンなどの有機溶剤は使用しな 
いで < ださい。 

◎高温多湿の所は避けてください。特に車の中は高温になりますのでカメラ 
を車内に放置しないでください。 

◎ 防虫剤や有害薬品のある場所では保管しないでください。また高温多湿の 
場所での保管はカビの原因となりますので、乾燥した風通しのよい場丽こ、 
力^ラケースから出して保管してください。 

© このカメラは防水カメラではありませんので、雨水などび直接かかるとこ 
ろでは使用でさません。 

◎強い振動•ショック•圧力などを加えないでください。オートバイ•車•船な 
どの振動は、クッションなどを入れて保護してください。 

◎カメラの使用温度範囲は- 1 cr C 〜已日-仁です。 

◎高温では液晶表示が黒くなることびありますび、萬温に戻れば正萬になり 
ぶ9 0 

© 低温下では、液晶の表示応答速度び遅<なることちありますが、これは液晶 
の性質によるもので、故障ではありません。 

© レンス、ファインダー窓のホコ U はブ□ワーで欧き飛ばし、きれいなレンズ 
ブラシで取り去ってください。 

◎ マク□レンズや望遠レンズを使用したとさは、ファインダーの上部がミ 
ラー切れによって暗くなることげありますび、撮影した写真には影響あり 
ません。 

◎ 高性能を保つため、1〜2年ごとに定期点検にお出しいただくことをお勧め 
します。 

◎ 長期間使用しなかったとさや、大切な撮影(結婚式、旅行など)の前には、必ず 
試し撮りをしてカメラが正萬に機能しているかを確認してください。 

◎急激な温度変化を与えると、カメラの内州こ水滴が生じます。カメラをバッ 
グや ビニール 袋などに入れ、温度差を少なくしてから取り出してください。 

◎ ゴ S やミ尼•砂•ホコ U •水•有害ガス•塩分などがカメラの中に入らないよう 
にごミ主意ください。故障の原因になります。雨や水滴などが付いたとさは、 
よく拭いて乾かしてください。 


〇 



まな付属品のお認 





ファインダーキャップ 


電池 




•使用説明書(本書） 

.保話書 

•ペンタックスフアンクシヨンカード 


〇 
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る部のを敬 


巧蔵スト□ボ 
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ホツトシュー 


表示パネル 



視度調整レバー 


〇 






本書のほいかた 


本書の構ぶについて 

本書の構成は政下のよラになっています。 

♦確認事項 

r 準備しましょう」の麵こ、使用上の注意事項や付属品の一覧、各部の名称について説日月 
しています。ご使巧の前にお読みください。 

♦準備しましょラ 

ご購入後、写真を撮るまでの準備として必要な操作について説明しています。 

また、フィルムをセットずる操作について説明しています。 

♦基本的な操作をマスターずる 
-一蚕簡単に写真を撮る 
• 内蔵スト□ボについて 
-フィルムの卷き戻しと設定について 
• 電池の交換について 
♦機能をフルに活用ずる 

本機の機能を、充分にご活巧していただくための各磯能の詳細について説明していま 
す。 

• いろいろな撮影方法について… 連続撮影、セルフタイマー撮影、 U モコン撮影、才ート 
ブラヶット撮影、多重露出撮該 

• ピクチャーモードの使い方について.. 日つのピクチヤーモードについて説明してい 
ます。 

• 露出設定について… ピクチャーモード、シャッター優先、絞り優先の設定やマニュア 
ルでの設定、ノ 0レブ撮影、露出補正の設定、 AE ロック 
- 分割測光について… 分割測光について説明しています。 

• ピント調整について… フォーカスモードの設定、手動でピントを調整 
- 被写巧深度について… 被写界深度をファインダーで確認する方法や、ピント位置と絞 
りの関係について説明していまず。 

♦ス ト □ボを使用して撮影ずる 

-内蔵スト□ポの使用について… 内蔵スト□ボを使用するときの発光モードの設定と、 
内蔵スト□ボについて知っておきたい事項について説明しています。 

• 列付けスト□ポの使用について… 別売りのが付けストロボの使用方法や、 
AF 36 OF 白 Z を使用しての A イスピードシンク□やワイヤレスモードについて説明 
しています。 


巧 






本書の説明について 

本書では、カメラやファインダー内の操作のしかたをし U 下のよラに説明していまず。 




ファインター巧の表示 

ファインダーに表示されている状態を絵で説明 
しています。 

* ファインダー内の説明では、実際にファインダー内をのぞ 
しが状態に対して、撮影情報を表おするエリアやパーグラ 
フの表おを大をくして説明しています。実際の表示状態と 
は異なりますので、ごを意 < ださい。 


™ つ表示/ f ネルの表示状態 

tv 6 o ■川 , 

Av 弓.自 Q _ ( 




参考 

操作説明に関連して知っておいて参考になる事 
項について説明しています。 




メモ 

操作手順に関連して知っておさたい事項につい 
て説明しています。 



















巧 


SET UP 

セットアップ 

準備しましよう 



写真を撮る準備 . 14 

Stepl ストラップを取り付ける . 14 

Step 2 電池をセットする . 1已 

steps レンズを取り付ける . 16 

Step 4 日付や時刻を写し込む . 18 

Step 巳ファインダーの視度を調整する . 19 

steps フィルムをセットする . 20 


巧 










写真を撮る準備 

ご購入後、写真を撮るまでの準備操作について説明しています。 


ストラップを取り付ける 


1 ストラップの巧端び留め具の巧刷にな 
るように固定しまず。 

ストラップの留め具は、フイルムの途中巻戻しや 
日付や時刻の修正に使巧しまず。留め具の位置は 
カメラからある程度離して取り付けてください。 



仁 もう一方のストラツプ巧端を同様の操 
作で、取日付けまず。 


ストラップのポケット利用ちま 

ストラップには、ポケットび付いています。この 
ポケットには、ファインダーキャップ、ホット 
シューカバーなどのか物を入れておくと便利で 
す。 









動!!をセツトする 

I 本体底部の電池ぶたを、回のよラにコ 
インなどでちに回して開けまず。 


Z 付属の r リチウム電池 CR 2 に本を、回の 
よ5にプラス(凸)を上にして入れまず。 


〇 電化ぶたをしっか日巧さえ、回のよ5 
にコインなどでちに回して巧じまず。 

電池について 

-電油は、必ず付属の U チウム電池 rCR 2」 同等品 
を使用してください。 

-海が旅行や毒を地での撮影には、予備の電池を 
ご巧意ください。 

-電池の交換と使用上の注意については、「電池の 
交換について」（【驴 P .38) を参照してくださし、。 



SETCP 準備しましよラ 


巧 







レンズを取り付ける 


1 カメラとレンズに付属の力 
パーを かします。 



力;^ラのカノ く一は、工場出荷時のキ 
ズやホコ IJ 防止用のちのでず。保管 
用には、別売りの r ボディーマウント 
キヤップ K 」 び用意されています。 

カメラとレンズのマウント 
指標を合わせてレンズをは 
め込み、レンズを r カチッ J と 
音がするまでちに回しまず。 

お 

• レンズ取り付け後、レンズを左に 
回して、確実に□ックされている 
ことを確認してください。 

〇 レンズキャップを図のよ5 
にして巧りかしまず。 





巧 


























写真を撮る準備 


wm レンズの取り巧いについて 

• レンズを取りがすとさは、レンズ取り外しボタンを巧しなびらレンズを左に回します。 



• 他社製レンズを本製品に使巧することによる事故、故障などにつきましては保証し) 
たしかねます。 

• カメラやレンズのマウント面に、コ"ミや汚れび付いたり腐食び生じると、電気系の卜 
ラプルの原因になる場をびあります。ミちれたときには、乾いた柔らかし佈できれし、に 
拭いてください。 


SETCP 準備しましよラ 













Bi 

写真に撮影した 

1 カメラ背面の 


日付や時刻を写し込む 

写真に撮影した曰付や時刻を写し込むかど5かを設定しまず。 


DATE ボタンを巧し、写 
し込むデータお式を設定しまず。 

DATE ボタンを巧すと、(下の順まで表示 
されます。 

* U (下の表示は、2001年11月]日午樓2時10 
分を例にしています。 

記号は 「 YY: 西暦下 2 析」 「 MM : 月」 rOD: 曰」 
「 hh : 時」 「 mm : 分」をあらわしています。 

[YY MM DD ] 一[日 1111 ]( 国内用） 
口 D hh mm] 一 [1 14 ： 1 0] 

[ ……]^曰付や時刻を写し込まない 
[ MMDDYY ] 一 [1 ] 10 ]] (米国用） 
[DD MM YY ] 一 [ 11101 ]( 欧州用） 


の 


DATE( 


SELECT 

)6 9 

ADJUST 


細 日付や時刻の写し込み 

曰付や時刻は、画面ち下に写し込まれまず。この 
部分に白や黄色のわのびあると、写し込まれた夕 
字び見えにくくなりまず。 



-日付や時刻を修正するときは旧付時刻を修正 
する」（蜡=口.42)を参照してください。 

-日付や時刻の写し込みび薄くなった場合やカメ 
ラ側の表示び薄くなったり消えた場合には、電 
池の交換び必要です(【運= P .40)。 

-多重露出の場合、1枚目のデータび写し込まれ 
ます。 



巧 





















写真を撮る準備 


^{^2^ ファインダ-の巧度を調整する 

ファインダーを視力に合わせて調整します。 


1 カメラを明るいほ5へ向け、巧度調整 
レバーをちちに動かして、ファイン 
ダー巧の才ートフォーカスフレームの 
線び最ちはつを日見える位置に調整し 
まず。 


お 


視度の調整範囲は、 一2 〜+ ] m - i (毎メートル)で 
す。 



SETCP 準備しましよラ 
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フイルムをセツトする 

この力ラでは、フイルムを入れるだけでフイルム感度び自動的にセットさ 
れます。 

に日2日〜日00日までのフイルムび使用でさます。 



力;< ラの操作に慣れるまでは、カメラにフイルムを入れないで練習することをお勧め 
します。 



フイルム感度を自動的にセツトできるのは、 DX フイルムです。 DX フイルム L が H ■を使巧 
する場合は、フイルム感度を設定して使用してください(が P .37)。 


1 裏ぶた開放レバーを下にさば、裏ぶた 
を閲をまず。 

わ 

-ご購入搜初めてフィルムを入れるときは、防傷 
カバーを取りがしてください（邸 p .22 r 防傷 
カバーを取りがす」） 

-フィルムを入れるときは、直射日光び当らない 
ところで行ってください。 

と レンズ部分をち手でしっか日持ち、 
フイルムの凸部分を下にしてカメラの 
白い突起にしっか日と是し込みまず。 
巧にフイルムの上側を入れまず。 















写真を撮る準備 


3 ち手でレンズを持ったまま、ち手で 
フイルムを引を出しまず。 

★重妄女 

. シャッター 幕は、非常に薄い幕でできており精 
度の高いちのです。指やフィルム先端び シャッ 
ター 幕に軸れないよラに注意してください。 

• フィルム室内の DX 情報ピンは、フィルム感度 
などを読み取る接点です。キズやゴ S 、 巧れを付 
けないように注意してください。ゴミや巧れは、 
乾いた柔らかい巧できれいに拭いてくださし、。 



A フイルムの巧端をカメラのフイルム巧 
端マークのち端に合わせ、化ず□—ラ 
の下に入れまず。 

お 

-フイルム先端マークに含ねせ、フイルムびまっ 
すぐに入っていることを確認してください。 

-フイルムの先端び曲びつているわのは、まつす 
ぐに直してくださし、また、フイルムにたるみび 
ある堤合は、フイルムをパト□ーネに戻してた 
るみを取りまず。 



□—ラ 



SETCP 準備しましよラ 
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裏ぶたを閉めます。 



電源スイッチを [ ON ] 位置に合わせ 
ます。 

フィルムび自動的に1枚目まで進み、表示 
バネルにフィルム枚数とフィルムマークび 
表示されます。 

細 防 傷 カバーを取り列す 

ご購入後、初めてフィルムを入れるとさには、裏 
ぶたを開けて防傷カバーを取りがしてください。 
このとき、防傷カバーびシャッター幕に触れない 
ように注意してください。 




ip ? フィルムが正しく入っていないときには 

表おノなルに f び点滅します。裏ぶたを開け、フィ 
ルムを入れ直して < ださい。 



















BAS に 

ベーシック 

基本的な操作を 
7スターず る 
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電池の交換について . 38 

撮穀に必要な電池の交撰について . 38 

曰付や時刻の写し込みび薄くなったときの電池交換 ...40 
曰付時刻を修正ずる . 42 
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一ま簡単に写真を撮る 

一番簡単に写真を撮るための設定と、撮影操作について説明します。 
シャッターボタンを半押しにするだけでピントび自動調整され、露出も 
カメラび自動的に含わせます。 


I電源の ON/OFF 


電源を入れ、表示パネルの表示を確認する操作について説明します。 


7電源を入れる 

① 電源スイッチを [ ON ] 位置に合わせまず。 


仁 電源を切る 

① 撮影終了後、電源スイッチを [ OFF ] 位置 
に合わせまず。 

细 

• 必ず電源スイッチを OFF にしてください。 
電源スイッチび ON の状態では、シャッター 
ボタンび押されると電池を消耗します。 
オートピクチャー、ピクチャーモードあるい 
は、モードダイヤル [P 鬥位置では、電源 ON 
時モードダイヤルびイル S ネーシヨン点な 
し、同時に表示ノ（ネルの照明と電子音も鳴り 
ます。ペンタックスフアンクシヨンで、;/ く 
ターンを変えたり、点灯しなくすることわで 
さまず。（唆 =p.l]7) 
























一番簡単に写真を撮る 


wm 表示パネルの表示ガイドについて 

表示パネルには、し以下のマークび表示されます。 


器臥迈1の^ジ置 

Tv 8850 

因日 


A 



ノ 


表示パネルに表おされるマークには、し苗下のよラな種類びありまず。 
h :スト□ボ情報 IT' P.32、P.34 

<§> :ホ目軽減機能唆 =P.89 

过35因：スト□ボオートポップアップ、自動発光惚= P .32 

ISO : フィルム感度設定蜡 " P . 37 

TvSSSo :シゎッター速度 

Q :電池消耗唆 = p .38 

■ 3 ) 1 } : 1」モコン幅 ^ P .4 日 

鸟1 :連続撮影I#^P.46 

叫） ：電子音蜡=口.74 

0 :セルフタイマー蜡 " P . 47 

B :多重露出 IS^P. 已4 

av 8.8 :絞り 

因 ：露出補正顿 " P . 71 

0 _: フィルム状態唆 = p 之2 

-扫扫 ：フィルム枚数、露出補正値煙 = p .22、 72 

四 ：ワイヤレス発光唆 = p . l 02 

HS :ノ V イスピードシンク ni ^ p . io ] 

% :才ートプラケット蜡=|3.已] 


BASIC 基本的な操作をマスタ—する 


暗いところでは表示パネルび自動的に照明されます。 




I -巧簡をに写真を撮るための設定 

一番簡単に写真を撮るために、1コマ撮影、オートピクチャーモード、ワイ 
ド AF 、 オートフオーカスに設定します。 


電池やフィルム、レンズなどのセツト方法につい口が準備しましよう」を参照して 
<ださい。 


1 1コマ撮影に設定ずる 

① ドライブボタンを巧し IZI を表示させま 
ず。 

1コマ撮影では、シャッターボタンを1 
回巧すと、]枚だけ撮影します。 

撮影モードには、その他に連続撮影 
(辟 P .46)、 セルフタイマー撮影(既 P .47)、 
リモコン撮影（蜡 = p .49)、 才ートブラケット 
撮影（煙^ P . 己1 ) 、多重露出撮影（腰^ P . 已 4) び 
おります。 

£才ートピクチヤーモードに合わせる 

①モードダイヤルを [ AUTO 円 CT ] に合 
わせまず。 


















一番簡単に写真を撮る 


⑤レンズの絞りを [ A ] に合わせまず。 


感絞りを [ A ] 位置にずる場合、 [ A ] か5が 
ず場合は、絞りオート□ックボタンを巧 
しなが5回してぐださい。 


® ファインダー巧とモードダイヤルには、 
選択されているピクチャーモードが表 
示されまず。 




このモードは、最を簡単な露出モードで、カメ 
ラび自動的に露出合わせをしますので、 
シャッターボタンを押すだけで簡単に撮該び 
楽しめまず。 




I オートピクチャーモードでは、写す物の大き 
さなどにより、カメラび自動的に已つのピク 
チャーモードの中から最適なピクチャー 
モードを選びまず。各ピクチャーモードの特 
徴については、 I が P . 已6を参照してくださ 
い。 

I オートピクチャーモードは、 F’FA レンズで 
のみ可能でず。 A レンズでは、標準モード固定 
となりまず。1^口.已7を参照してください。 

I 他の露出モードについては、超= P .己 6 、 
P. 巨3を参照して < ださい。 




BASIC 1基本的な操作をマスタ—する 


巧 


















































































測距方式をワイド AF にしまず 


① AF エリア切り曾えレ/ f 一を下側に動か 
しじ〕]位置に合わせまず。 

お 

ワイド AF は、写したいものび中央になくても、 
中撮けをしにくくする最ち一般的なモードで 
す。 

お 

このカメラでは、ワイド AF じ(がにスポット AF 
びご使巧いただけます。詳しくは、蜡= P .80 を 
参照してください。 



才ートフオーカスに設定ずる 

①フ オーカ スモードレバーを下測にし 
[ AF ] 位置に合わせまず。 


AF 位置にすると、シャッターボタンを半 
押しにするだけで、自動的にピント合わ 
せを巧います。ピントび合ラまでシャッ 
ターは切れません。また、一度ピントび 
合うとシャッターボタン半押しの間、ピ 
ントは固定されます。 

その他のピン ト 調整について 



ピント調整には、その他にじ(下の方法びあります。 
• MF …手動でピントを調整します。煙 = p .78 















一番闇単に写真を撮る 

I 写真を撮る 

1コマ撮影、オートピクチャー、オートフォーカスに設定樓、写真を撮る操 
作について説明します。 

電池やフィルム、レンズなどのセット方まについては r 準備しましよラ」を参照して 
<ださい。 

1 撮るちのをファインダーに入れる 

①ファインダーをのぞを、撮るものをファ 
インタ’一に入れまず。 

AF フレーム〔〕び、自動でピントの合ラ 
範囲です。この範囲に、ピントを合わせ 
たい巧象を入れるよラにしてくださし、。 


お カメラの構えかた 

-撮影ずるときは、カメラを両手でしっかりと持ってくださし、。 


木や建物、テーブルなどを利巧して体やカメラを安定させると効果びありまず。 

個人差はありまずび、一般的に （ 1/焦点距離)び手持ちの場合の限界シャツター速 
度とされています。已 Omm では1/已〇秒、1 00 mm では1/100秒を目きにしてく 
ださい。これじ(下のシャツター速度になる場合は、なるべく三脚をご使用くださ 
い。 

望遠レンズで=脚を使巧する場合は、カメラやレンズの総重量より重い=脚を使 
うことで、カメラのぶれ防止に効果びあります。 




AF フ レー ム 



※フアイングー巧の表示比率は、実除のちの 
と異な0ます。 


BASIC 基本的な操作をマスタ—する 









im ズームレンズの使いかた 

もっと広い範囲を撮りたい場合は、ズームリ 
ングを左に回します。もっと大きくしたい場 
合は、ズームリングをちに回します。 


£シャツターををる 

① シャツターボタンを指の腹で軽く巧し、 
半巧しのげ態にしまず。 

フアインダー巧に撮影情報（シャツター 
速度、絞0値、スト□ボ状態)び表示され 
ます。 




オートフオーカスでの撮影については、 
幅 = p .7 已を参照してください。 


お 


フアインダー巧の表示について 




《ファインダー内の表示比率は、実際のち 
のと異な0ます。 


〔【 ） 〕： AF フレーム I#=p.2 白 
S 滋：シャツター速度 
FS.S : 絞り表示 

@ :標準モード I#=p. 已7 

A :人物モード l@=p. 已扫 

A :風景モード.已9 

必 ：近接モード蜡 ^P.60 

■Av :動体モード l@=p. 日1 

:夜景モード控=口.已2 
、 :スト□ボ情報 tg=*p.32 

m :ピント情報 P.7 日 

* : AE □ツク l®=p.73 

：： :バーグラフ1^"'口.日8、72 

〇 :スポット測光範囲円超= P.73 


※サービスサイズのカラープ U ントでは、画面周辺の物びフ U ントされないことびあります。構 
図にみし余裕を持たせてください。 

《シャッター速度び遅くて手ぶれの可能性びある場合、ファインダー内の表示び撼色からオレン 
ジ色に変わります。 













一番簡単に写真を撮る 


感ファインダー內の撮影情報を確認して、 
シャッターボタンをさ5に最後まで巧 
し込みまず。 



BASIC 基本的な操作をマスタ—する 


巧 






内蔵スト□ボについて 

内蔵スト□ボを使巧するときの基本操作について説明します。 

内蔵スト□ボの発光方式を設定ずる操作や、が付けスト□ボの使巧については「ス 
卜□ボを使巧して撮該する」（超- P .87) を参照してください。 


I 内蔵ストロボを巧用する 

内蔵スト□ボをオートポップアップにする操作について説明します。内 
蔵スト□ボび必要なときは、自動的に上びります。 

• 巧蔵スト□ボを使巧するとをは、レンズフードは使用しないでください。スト □ 
ボの光を遮ることびあります。 

-内蔵スト□ボは、使用するレンズによってを違いますび、被写体との距離約4方一 
トル政内を目まとしてご使用ください。（フィルム感度び侶 Q 4 日0の場合） 


1 スト□ボオートポップアップにずる 


①ストロボモードボタン[巧 >] を巧して 
狂!!広)を表示させまず。 



霞ストロボが必要なときは、 シャツ ターボ 
タンを半巧しずると、自動的にスト□ボ 
が上がりまず。 

感表示/ くネルやファインダー内の巧電売 
了マークけ点丹)を確認して撮影してく 
ださい。 















巧蔵スト□ボについて 


m 

•スト□ボび必要なとさだけ発光します。（自動発光） 

•スト□ボは自動的に収納されません。 

• オートポップアップび選択でをるのは、露出モードびオートピクチャーとピク 
チャーモードの場合だけです。 

•スト□ボモードボタン[@]の機能については、蜡" P .88 を参照してください。 

•スト□ボび上びった渡でも強制発光ボタン [ち UP ] を巧ずと、表示パネルの な皿) び 
消え、常にストロボび発光する強制発光モードになります。 

化 

•スト□ボ充電中は、シャッターは切れません。 

•スト□ボを連続して使用すると、電池び多少温かくなることびありますび、異常 
ではありません。 

• 内蔵スト□ボは暗い場合だけでなく、逆光の場合にを上びります。 

• 内蔵スト□ボの撮影可能距離範囲より写すをのび違い場合や近い場合ち、スト □ 
ボび上びりますので十分ご注意ください。撮影可能距離については、 I が P . 日0を 
参照してください。 

•スト□ボ撮影に不適切なレンズ使用の場合を、スト□ボび上びりまずので十分ご 
ま意くださし'»。不適切レンズについては、懐 = P .92 を参照してください。 


BASIC 基本的な操作をマスタ—する 



im 夕が点滅しているときは 

スト□ボ撮影に不適切な F ’ F 冉レンズを使巧すると、充電完了渡にシャッターボタ 
ンを半巧したときに、ファインダー内と表示パネルに夕び点滅します。その状態で 
をスト□ボを発光して撮影でをますび、写真の四隅や下半分び暗くなる場合びあり 
ます。 

r 内蔵スト□ボ使巧時の F’FA レンズ適合表」辟 P .92 


内蔵ストロボを収納ずる 

①撮影終了後、図のようにして内蔵スト □ 
ボの上部を巧して収納しまず。 



AF 補助光の発光について 

暗い所で、シャッターボタンを半押しすると、内蔵スト□ボび連続的に発光するこ 
とびありまず。これは、オートフオーカスを作動しやず<ずるためです。 

• AF 360 FGZ や AF 已〇 OFTZ など、列付けスト□ボの AF スポットビーム補助光を 
利用ずる場合は、内蔵スト□ボの補助光は作動しません。 

-露出 モー ドび動体 モー ドぅ、 になっている場を、フ オーカスモー ド レバーび [MS 
位置になっている場合は、冉 F 補助光は発光しません。 

•冉 F3 巨 OFGZ などのスレープ機能を使用する場合、 AF 補助光び作動すると、州寸 
けスト□ボび発光してしまいますので、スレーブ使用時はフオーカスモードレ 
バーを MF にしてお使いください。 

-電地消窝警告 fl び点滅していなくても AF 補助光び発光しないことびあります。 

-冉 F 補助光び有効な距離は、条件にをよりまずび、およそ 1 〜已 m です。 




フイルムのきき戻しと設定について 


フイルムの巻を戻しと設定について 

フィルムの巻き戻し伯動/途中巻き戻し)と、 DX フィルム1；(外を使用する 
ときのに日感度の設定について説明します。 

I フィルムを巻を戻す 

フィルムの自動きき戻しと、途中卷走戻しについて説明します。 

フィルムを取り出すとさは、直射日光の当らないところで取り出してください。 


♦フイルムの自動巻を房し 

細 

フィルムの規定枚数切上の撮影をすると、最後のコマは現像巧でカツ ト される堤合 
びあります。大切な写賣は、規定枚数を撮り終えた時点で途中巻を戻しを巧ってく 
ださい。 

①フィルムを最後まで撮影ずると、自動的 
に巻き戻しが始まりまず。 

きき戻し中は、撮影枚数表示び減り、 

「 QJ び点滅します。巻さ戻しび終了する 
とフィルムマークび点滅して撮影枚数 
の表示び消えます。 



BASIC 基本的な操作をマスタ—する 




霞撮影枚数の表示び消えて Q が点滅して 
いることを確認し、裏ぶた開放レ y (—を 
下げて裏ぶたを開け、フイルムを取り出 
しまず。 

細 

卷さ戻し終了時にフイ J レムの先端を残ずかど 
ラかをペンタックスフアンクシヨンで設定で 
去ます。（【運 = p . l ]8) 



♦フイルムの途中巻を戻し 

フィルムの規定枚数を撮り終えていない時点で、フィルムをきき戻しまず。 


①電源スイッチを [ ON ] イ立置に合わせまず。 
霞ストラップ留め具の突起部分で、カメラ 
の側面にある途中巻を戻しボタンを巧 
しまず。 

細 

途中巻さ戻しボタンを傷付けることびありま 
すので、でさるだけストラップ留め具 Ui がは 
使わないでください。やむを得ない場合は、 
ボールペンの先などで、巧し込み過ざに気を 
つけて行って < ださい。 

® 撮影枚数の表示が消えて Q が点滅して 
いることを確認し、裏ぶた開放レイ f 一を 
下げて裏ぶたを開け、フイルムを取り出 
しまず。 



巻を戻し終了時にフイ J レムの先端を残すかど 
ラかをペンタックスフアンクシヨンで設定で 
さます。（蜡 ^■ p . l ]8) 















フイルムの巻き戻しと設定について 


DX フイルム巧を使用するとまの感度を設定する 

DX のフイルムは、自動的に感度び設定されます。 DX しがが)フイ J レムを使 
巧するときは、 UTF の操作で、フィルム感度を設定してください。 


フイルム感度を設定ずる 

①モードダイヤルを[旧 0] 位置に合わせま 
ず。 


霞セレクトレパ’一を左もに回し、フイルム 
感度を設定しまず。 


お 


• フィルム感度の設定範囲は、 ISO 已〜6400 
]/3段階化乂)です。 

• DX フィルムを使用しているときに 、 DX 
フィルムの感度と違ラ感度を設定すると 
「侶日」び表示されたままになります。 

@設定終了後、モードダイヤルを回し、 
[旧 0] 位置 W 夕りこ戻しまず。 




_ BASS 基本的な操作をマスタ—する 

























電池の交換にごいて 

撮影に必要な電池 （ I 」 チウム電池 CR 2) の交換び必要なときと、日付や時 
亥 I 」の写し込みび薄くなったときの電池 ( U チウム電池 CR 2 日2已)の交換に 
ついて説明します。 

また、電池を交換媛の曰付や時刻の修正方法について説明します。 


I 撮該にが要な電化の交換について 

撮影に必要な電池（リチウム電池 CR 2) び消耗したときには新しし谭池と 
交換して < ださし、。 


♦電池び消耗した場合 

電池び消耗すると、電池消耗警告 D び点 
口します。 

新しい電池 （ U チウム電池 CR 2) をご用 
意ください。電池消耗警告0び点灯した 
状態でち、シャッターびされれば露出に 
問題はありません。 

♦電池交巧が化要な場合 

電池消耗警告 [] び点滅すると、ファイン 
ダー内表示び消え、力方ラは作動しなく 
なります。新しい電池 （ U チウム電池 
CR 到に交換してくださし、（赋 P .1 已）。 


№""•1 □ 
TvS 口 叫 1 

Av 5.6 _Q _ ?y , 






電池の交換について 


wm 

-電池を交換するときは新しい電池と古い電池を混ぜてセツトしないでください。 

また、交換ずる電池は同ーメーカーの同一種類の電池を使用してください。 

• 電池を交換すると設定び UTF のよラになります。それ政外は変更されません。 


スト□ボ発光モード . オートポップアップ/自動発光 

ドライプモード .] コマ撮影 

邊子音 . 鳴る 


長期間カメラを使用していない焉を、新しい電地に交換してを、電池消耗警告 g び 
点灯することびあります。この場合は、電源を入れ、シャツターボタンを半押しに 
ずることで、電池消耗警告0び消えれば、そのまま使巧でさるよラになりまず。 


フィルムの撮影本数と電池消耗について 

電池交換の目安として、新しい電油を交換後、撮影でさるフィルム本数 (24 枚撮り 
フィルム)の目安を表記しまず。 



フィルム本数 
(使用湿度2ぴ仁） 

フィルム本数 
(使巧温度-1〇で） 

一般撮影 

約120本 

約 

30本 

スト□ボ撮影(使用率日0%) 

約2日本 

約 

] 己本 

ストロボ撮影(使用率100%) 

約12本 

約 

已本 

バルブ露出時間 

約8時間 

約 

2時間 


• 上記表は、新品のリチウム電泡 CR2 での当社試験条件によるちのでず。 

•撮影巧能なフィルム本数は、使巧条件によって変わります。 

• 低温では、一時的に電池の性能び低下することびありますび、常湿に戻れば使巧 
でをます。また、低温では撮影でさるフィルム本数はかなくなりまず。 

• 同捆されている電池は、サンプル用のため、上記のフィルム本数を撮該できない 
ことびあります。 


BASIC 基本的な操作をマスタ—する 












I 日付や時刻の写し込みび薄くなつたとをの電お交換 

日付や時刻の表おや写し込みび薄くなったときは、内蔵電池(リチウム電 
池 CR 2 日2日)の交換び必要です。 

细 

-リチウム電池 CR 202已の寿制ま、約3年です。日付や時刻の表示や写し込みび薄 
くなってきたり、写らなくなった場合は、必ず新しい U チウム電池 CR 202已に交 
換して < ださい。 

-電池交換は、最寄のサービスセンターでも有料で承ります。 

-電泡交換後は、日付や時刻を修正して使用してください (I 驴 P .42)。 


1 古い電池を取りかず 

①フイルムが入つていないことを確認し 
て、裏ぶた開放レ y (—を下げ、裏ぶたを 
開をまず。 


霞裏ぶた內側にある BATT . G マークで示さ 
れている電池ぶたを、ドライバーを使つ 
て取り外しまず。 













③古い電池を取り出しまず。 


2巧しい電池をセットずる 

①新しい電池の [+] 側を上にしてセットし 
まず。 


②電池ぶたを兄の巧置に戻し、ドライバー 
を使って取り付けまず。 


BASIC 基本的な操作をマスタ—する 




巧 






曰付時刻を修正する 


内蔵電ミ也を交換したときや、任意に日付を修正する操作について説日月し 
ます。 

-説明中の [ DAT 曰 U (がのボタンを押す操作は、ストラップ留め具の突起部分を使 
巧して < ださい。 



日 


DATE 



日付や時刻の表示形式の設定については、「日付や時刻を写し込む」（賦 P . 1 8) を 
参照して < ださい。 


1 曰付を修正ずる 

① [ SELE 仁 T ] ポタンを f 甲して、年月日表示のうち修正したい数字を点滅さ 
せまず。 

点滅の順番は、年^月一曰^年の順番です。 

霞 [ ADJUST ] ポタンを巧して、数字を修正しまず。 

] 回巧すごとに数字び1つ進みます。押し続けると約2〜3秒後に早送りされます。 

感数字を修正後、 [ SELECT ] ボタンを押ずと、点滅が鞭了し修正した数字を 
確定しまず。 




















電池の交換について 


2 時分がを修正ずる 

① [ SELECT ] ボタンを押して、時•分 •[ : ] 表示のうち修正したい数字 
(秒の場合は[: ]) を点滅させまず。 

细 

点滅の順番は、時^分^[ : ]^時の順番です。 

感 [ADJUS ロボタンを巧して、数字を修正しまず。 

お 

1回押ずごとに数字び1つ進みます。押し続けると約2〜3秒後に早送りされます。 

感数字を修正後、 [ SE !_ ECT ] ボタンを巧ずと、点滅が格了し修正した数字を 
確定しまず。 

お 曰付時刻の写し込みについて 

•写真に曰付時刻を写し込むかどラか、写し込む曰付時刻の形式の設定については、 
「日付や時刻を写し込む」 （【狸" P . 18) を参照してください。 

-曰付や時刻を写し込むことびでさるでさる条件は UTF の通りです。 

温度 . 約0で〜已ぴ仁 

* ただし、低温下では、写し込まれる日付時刻び薄くなることびあります。 

フィルム感度… IS 02 己〜]已〇〇 

* 高感度フィルム(に日10日 OJ ぶ上)を使巧した攝合、日付時刻びにじむことびありまず。 
キに〇已 CUU 下のフィルムを使巧した場合、曰付時刻び薄くなることびありまず。 

-日付時刻を修正中锁字び点ミ威中)に、シャッターをきっても日付時刻は写し込ま 
れません。 


BASIC 基本的な操作をマスタ—する 



0 




いろいろな撮該方ミ去について . 

連続で撮影する . 

セルフタイマーで撮影するーセルフタイマー撮影 

リモコンで撮影する一1」モコン撮影 . 

自動で露出を変更して連続撮影するーオートブラケット 
前の写真に重ねて撮影する一を重露出撮影 . 

ピクチャーモードの巧い方について . 

標準モード . 


人物モー 
風景モード 
近接モード 
動体モード 
夜景モード 


露出設定について . 

絞り優先自動露出で撮影する . 

シャッター優先自動露出で撮影する ....... 

マニュアル露出で撮影する . 

バルブで撮影する . 

露出を補正する一露出捕正 . 

撮穀前の露出を記憶させる一 AEn ック . 

巧割測巧について . 

電子音の切り替えについて . 

ピント調整にごいて . 

オートフオーカスで写真を撮る . 

手動でピントを調整する . 

スポット AF について . 


フ オー カス □ック で写真を撮る. 


被写巧深度について . 

被写巧深度を確認するープレビュー ..... 
絞りとシャッター速度の効果について. 


STEP UP 

ステップアップ 

機能をフルに活用ずる 


6 目7914 6 789日12 3 3已 7 日13 4 4 己已800 3 3 ‘ 
4 444已已 5 已已已6目目 6 目目目 777 7 777788日88 


































いろいろな撮該方巧について 


本機には、1コマずつ撮影する （1 コマ撮影)機能のほかに、政下の撮影機 
能びあ0ます。 

-連続撮影… シャッターボタンを巧し続けている間、連続的にシャッ 
夕一びされます。 tr ^ p .4 目 

-セルフタイマー撮影…シャッターボタンを巧した後、約] 2秒後に 
シャッターびされ、撮影者も含めての撮影びでさます。蜡 - p .47 
-リモコン撮影…カメラから離れた所か5撮影でをます。 t @=" p .4 白 
-オートブラケット撮影…撮影時に、露出補正なし/アンダー露出/オー 
バー露出の3枚の露出を変えた写真を連続して撮影できます。 
tg ^ P . 已1 

-を重露出…前の写真に、写真を重ねて撮影します。 tr = p .巳4 


I 連続で撮該巧 


シャッターボタンを押し続けている間、連続的にシャッターびをれます。 



1 連続撮緊モードに設定ずる 

①ドライプボタンを f 甲して、鸟1表示を出し 
まず。 




























いろいろな撮影方法について 


2 連続で撮影ずる一連続撮影 

①シャツターボタンを半巧しにして、写したいものにピントを合わせまず。 
感シャッターボタンを巧し続けまず。 

感 シャッターボタンか5指を離ずと、連続撮影を終了しまず。 

細 

• シャッターび1回されるごとにピント調整を行います。 

• 内蔵スト n ボを使用している場合、充電び完了してか5シャッターびきれます。 


セルフタイマーで撮影するーセルフタイマー撮影 

シャツターボタンを押した棲、約12秒後にシャツターびきれます。 


カメラに=脚を取0付ける 

①カメラの云脚ネジ巧に云脚を取り付け 
まず。 


2 セルフタイマーモードに設定ずる 

⑦ドライブポタンを巧して、の表示を出し 
まず。 

















細 ファインダーか百の逆入光を防ぐには 

自動露出でセルフタイマー撮該ずるときは、ファインダーから入る光を防ぐために、 AE 
ロック機能(【矿 P .73) や付属のフアインダーキヤップをご利用ください。 




ファインダーキャップをセツトする 


セルフタイマーモードで撮影ずる 

①シャッターボタンを半巧しにして、写し 
たいものにピントを合わせまず。 

霞シャッターボタンを巧しきりまず。 

セルフタイマーランプび点滅し、シャッ 
ターびきれる約2砂前か5速し\庶威に変 
わり、電子音わ速い r ピッピッピッ」とい 
う継続音に変わ0ます。シャッターボタ 
ンを押しきった後、約12秒樓にシャッ 
ターびされます。 

細 

電子音は、ミ肖すことびでさます。幅= P .74 を参照 
してください。 



セルフタイマーモードをおなずる 

⑦ドライブポタンを巧して、の表示をミ肖し 
まず。 

セルフタイマーモードを終了しまず。 

细 

セルフタイマーび動作中でわ、ドライプボタンを 
巧すことで解除でさます。 
















いろいろな撮影方法について 


リモコンで撮影するーリモコン撮影 

カメラか5離れた所か5撮影びでをます。リモコンのシャツターボタン 
を巧すと約3秒後に撮影できます。 


①カメラの兰脚ネジ巧に云脚を巧り付け 
まず。 


感ドライブボタンを押して KJi )) を表示さ 
せまず。 




IJ モコンの解除は、ドライブボタンを押して 
■]|リ表示を消してください。 

感セルフタイマーランプがゆつくり点滅 
しまず。 


® リモコンをカメラに向けリモコンの 
シャッターボタンを巧しまず。 




















⑥セルフタイマーランプが 3 秒間速い点滅 
をした後、撮影されまず。このとさ、電子 
音も鳴りまず。 

化 

電子音は、消すことびでさます。幅^ P .74 を参照 
して < ださい。 


® 撮影が格了ずると、セルフタイマーラン 
プが約2秒間点口し、その後点滅に戻り 
まず。 


リモコン撮該できる距離はカメラ正面から約 
已 m です。 


化 

• リモコン撮穀でのピントちわせを巧うか行わないかをペンタックスフアンクシヨンで 
設定でさます。（[矿 P . 11目） 

ピント合わせをするにした場合 JJ モコンのシャッターボタンから指を離しても、ピン 
卜び合ラか、ピントび合わないと判断するまで、作動び断続します。また、ピクチャー 
モー ドで動体 モー ドを選択すると、ピント台わせは行いません。 

• リモコンを始動後に解除する場台は、ドライブボタンを巧してください。 

• ペンタックスフアンクシヨンで、 U モコンの作動時間を3秒か5即撮影に設定できます。 
(唆" P .1 1 6) 

• 逆光時は U モコン撮影びできないことびあります。 

•スト□ボ充電中は U モコン操作はできません。 

• 1」モコンのシャッターボタンを押してち内蔵スト n ボのオートポップアップは働さま 
せん。 





• リモコン撮影モードのまま、約日分間放置すると、自動的に1コマ撮影に戻ります。 








いろいろな撮影方法について 

細 リモコン巧電池について 

約30,日日日回送信することびできます。電池の交換はサービス窓□にご用命ください。 

苗糊 

I 自動で露出をを更して運続撮該するーオートブラケット 

シャッターボタンを押したとさに、露出び違ラ写真を連続して撮影でさ 
ます。1枚目は補正なしの写真、2枚目はマイナス側の写真、3枚目はプラ 
ス側の写真を撮影します。 

マイナス側、プラス側の露出補正値の幅は、+1/2段階 (EV) です。 


ペンタックスファンクションで補正値の幅を±1/2段階 （ EV ) iU 外に設定できます。 
(唆- P .1 1巳)。 



補正なしの写真 - 1/2段階 ( EV ) の写真 +1/2段階 ( EV ) の写真 


im 

補正量びルさい場合、ネガフィルムではほとんど効果び得5れませんのでご注意くださ 
い(特にネガカラーの オー トプリント仕上げの場合)。 



機能をフルに巧巧する 


巧 





才ートブラケットモードに設定ずる 

①ドライブボタンを巧して、^表示を出し 
まず。 



才ートブラケツトモードで撮緊ずる 

①シャツターボタンを半巧しにして、写し 
たいちのにピントを合わせまず。 

つァイ ンダー内に、ノ くーグラフび表示さ 
れ、現在の露出補正値び点滅します。 

1 が目のピント位置で、 フオー カス n ック され 
ます。 



霞シャッターボタンを押し続けまず。 

ファインダー内のバーグラフび、1枚目 
は補正なし、2枚目はマイナス側、3枚目 
はプラス側に点滅し、3枚の写真び撮影 
されます。撮影後、1コマ撮影に戻りま 
す。 

お 

• ペンタックスフアンクシヨンで、撮影後に1コ 
マ撮影に戻らないよラに設定できます。 
( ig ^ p . l 15) 

• 撮該途中でシャッターボタンを離しても、約 
20秒間は設定値び保持され、次の補正値で撮 
穀できます。この攝合、各コマ毎にピント台ね 
せび行われます。約20秒を過ぎると1枚目か5 
の撮影状態に戻ります。 
















いろいろな撮影方法について 


細 オーバー方向やアンダー方向のみの写真を撮るには 

露出補正機能（【が 'p.yi) と組み合わせることで、オーバー方向のみやアンダー方向のみ 
のオートプラケット撮影びできます。 

いずれの場合を、露出補正値を中むにしたオートブラケット撮影とな0ます。 

<例> 

♦才ーパ’一方向のみの写真を撮るには 

[±1/吕]段階 (EV) ....... 露出補正を [+ 1 /2]にします。 

l 〕マ目こ+ l /2 EV 、2コマ目二±日 EV 、3コマ目二 + lEV 

♦アンダー方向のみの写真を撮るには 

[±1/吕]段階 (EV) ....... 露出補正を [- 1 /2]にします。 

1コマ目二- 1/2 EV 、 吕コマ目二- 1 EV 、3 コマ目二 OEV 

• マニュアル露出でち才ートブラケット撮影び可能です。レンズの絞りび [A] 位置じ(外の 
場合は、シャッター速度だけび変化します。（バルブ撮影を除く） 

• 内蔵スト□ボあるいは、外付けストロボ (TTL、P-TTL オートの場合のみ)充電完了後に 
オートブラケット撮影を行うことで、スト□ボの光量だけを連続的に蜜化させることび 
できます。ただし、外付けスト n ボでは、カメラの シャッ ターポタンを巧したまま3コマ 
連続に撮霖すると、充電完了前に2 コマ 目、3 コマ 目び撮影されてしまうことびあります 
ので、必ず1コマごとに充電完了を確認してか5撮影して<ださい。 


靈5ルに活用する 





I 前の写真に重ねて撮該する一を重露出撮該 

フイルムの同じコマに重ねて撮影でをます。 

例えば、背景び暗いもの液景など)を先に撮影し、同じコマに人物などに 
スト□ボを発光した写真を重ね含わせるなどの撮影びできます。 



巧 




を重露出モードに設定ずる 

①ドライブボタンを巧して、因表示を出し 
まず。 

撮影枚数び点滅します。 


を重露出モードで撮影ずる 

①1巧目の写真を撮影しまず。 

撮影枚数と0表示び点滅します。 

霞1枚目の写真に重ね合わせる写真を撮影 
しまず。フィルムび巻を上がり1コマ撮 
影に戻りまず。 




3枚け上の写真を重ねる場合は、手順①の後に、再 
度ドライブボタンを巧して撮影枚数のみの点滅 
にして < ださい。 




電源スイツチを [ OFF ] にしてち、を重露出モード 
は解除されません。解除するときは、電池を一旦 
巧いてください。 

















ピクチャーモードの使い方について 


このカメラには、写す物の大ささなどによって、自動的に最適なピク 
チャーモードを選ぶオートピクチャーモードびありますび、好みのピク 
チャーモードを前もって選ぶことちできます。ピクチャーモードには、下 
記のよラに目つのモードびあ0ます。 


1 絞日才ートロックボタンを巧しなび百 
レンズの絞りを [ A ] 位置にずる 


2 モードダイヤルを巧みの位置に合わせ 
る 



露出警告に ついて 

写したい物び明るすぎたり暗すぎるときは、 
表示パネルとファインダー巧のシャッター速 
度と絞り値表示び点滅します。明るすざると 
きは、 ND フィルターをお使いいただくか、も 
ラ少し暗いところにカメラを向け直してくだ 
さい。暗すざるとをは、スト□ボなどをご利用 
ください。 































































標準モード® 


一般的な撮影をするときにこのモード 
を使ラと便利です。 



モードダイヤルを[巧]に合わせる 

①モードダイヤルの@ランプが、点口 
しまず。 


②表示パネルとファインダー巧には絞り 
値とシャッター速度び表示されまず。 

ファインダー内には@も表示されます。 





巧 

































1 モードダイヤルを [ A ] に合わせる 

①モードダイヤルの A ランプが、点巧し 
まず。 


②表示パネルとファインダー巧には絞り 
値とシャッター速度が表示をれまず。 

ファインダー内には A ち表示されます。 

細 

このモードで人物撮影をすると、望遠系のレンズ 
ではバックをぼかすことびでをます。一ち、広角 
系のレンズでは、集合写真に便利なように比較的 
広い範囲にピントが合うようになっています。 



巧^ 
































風景モード 


風景撮影をするときにこのモードを使 
ラと便利です。 



モードダイヤルを [ A ] に合わせる 

①モードダイヤルの A ランプが、点口し 
まず。 


②表示パネルとファインダー巧には絞り 
値とシャッター速度び表示されまず。 

ファインダー内には A も表示されまず。 


細 


このモードで風景撮影をすると、近 < から遠 < ま 
で風景全体にピントの合った写真び撮れます。 





巧 































I 離トド A 

花などを近くで撮影するとをに使ラと 
便利です。 



1 モードダイヤルを[出]に合わせる 

⑦モードダイヤルの 化 ランプび、点口し 
まず。 



® 表示パネルとファインダー巧には絞り 
値とシャッター速度が表示されまず。 

ファインダー内には必ち表示されます。 

このモードで撮影を巧ラと、ピントの合ラ範囲び 
にくなつていますので、シャープな写真び撮れま 
す。 




































ピクチャーモードの使い方について 


動巧モード乂^ 


動走の速い物を写すとさに使ラと便利 
です。 



モードダイヤルを[’ィ、]に合わせる 

①モードダイヤルのランプが、点口し 
まず。 


②表示パネルとファインダー巧には絞り 

値とシャッター速度が表示されまず。 

ファインダー内にはち表示されます。 

細 

• このモードで撮影すると、動さの速いものでを 
ぶれずに動さを止めてはっさりとした写真を撮 
ることびでさます。 

. 動体モードでは、シャッターボタンを半巧しし 
ている間、常にピントを合わせ続けます。シャッ 
ターボタンを巧し込むと、ピントの状態に関係 
なくいつでちシャッターび切れます。ペンタッ 
クスファンクシヨンで、ピントび合った時点で 
フオーカス□ックするよラに設定でさます。 
(邸 P .117) 

















































I 巧景モ-ド 

スト□ボを利用して夜景を生かした人 
物撮影をするとさに使ラと便利です。 


• — — • 



1 ストロボ撮彰びでまる状態にずる 


と モードダイヤルを卜4]に合わせる 

⑦モードダイヤルの^4ランプび、点灯し 
まず。 


® 表示パネルとファインダー内には絞り 
値とシャッター速度が表示をれまず。 

ファインダー内には'も表示されます。 

细 

スト n ボ撮影で、写すをのび暗い場合、 シャッ 
ター速度び1秒まで下びりますので、背景を生か 
したストロポ撮影びでさます。 

-カメラぶれを防ぐため、=脚をご利用<ださ 
い。 

•ス ト □ボを使巧しない場合の制御は、標準 
モードの場合と同様です。 






























露出設定について 


I 絞〇厦巧自動露出で撮該する 


日月るさに応じてシャツターま度び自動的に変わりまず。ピントの合う範 
囲を広くしたい風景写真や、背景をぼかしたい人物の撮彰などに適して 
います。絞りの効果については、 lS=P.S 己ぺージを参照してください。 


絞り才ートロックボタンを巧しなが6 
絞りを [ A ] 位置に合わせる 


2モ- 


ドダイヤルを [ Av ] に合わせる 



露出設定について 


各露出モードは、下表のようにモードダイヤルと絞りの組み合わせに 
よって決まります。 


モード 

ダイヤル 

AUT 已 PICT 

め A A 必 

Tv 

Av 

M 

絞り 

A 

才ート 

ピクチャー 

ピクチャー 

シャツ ター 
優先 

彼り優巧 

7ニュアル 


絞0優先 

絞 D 擾巧 

絞り優先 

彼り優巧 

7ニユアル 


機能をフルに活用する 
















































絞 0 値を選ぶ 

①セレクトレバーで好みの絞りを選びま 
ず。 


②表示パネルとファインダー巧に絞り値 
とシャッター速度が表示されまず。 

细 

• ファインダー巧の絞り値の下には、現在絞りび 
変更可能であることを示すアンダーバー [-] び 
表示されます。 

• 絞りび [ A ] 位置政外でも絞り優先自動露出びで 
きます。絞り U ングを回して巧みの絞りを選ん 
で < ださい。この場合、モードダイヤルは 
[AUTO 円 CT] 、 [か、[ぶ 、 [A] 、[必 ] 、 [•^] 、 
[、公]、 [Tv]、[Av] のどの位置でを結構です。た 
だし、絞り値表示は目安ですので、設定絞りと一 
致しないことびあります。 

• 絞り[冉]位置政がで、絞り値の目安び表示され 
るのは、 FA および F レンズの場合だけです。 

• 表示パネルの絞り値は、電源び ON であれば常 
に表示されます。 











































露出設定について 


露出警告に ついて 

写したい物び明るすざたり暗すざるときは、 
表示パネルとファインダー内のシャッター速 
度表示び点滅しまず。明るすざるとをは絞り 
をか絞り側(数字の大をい方）に、暗ずざると 
をは絞りを開放側(数字のルさい方)にして点 
ミ威び止まれば撮影でさます。 

なお、シャッター速度表示と絞り値表示の両 
ちび点滅した場合は測光範囲がですから、絞 
りを変えてち適正露出は得られません。明る 
ずぎるとをは、 ND フィルターをお使いいただ 
くか、ちラかし暗いところにカメラを向け直 
してください。暗すざるとをは、スト□ボなど 
をご利巧 < ださい。 


I シャッター厦巧自動露出で撮該する 

日月るさに応じて絞りび自動的に変わ0ます。连いま度で動舌を止めにり、 
遅い速度で動感を出すのに適しています。シャッター速度の効果につし、 
ては、 P .84 ぺージをご覧ください。 





機能をフルに活用する 


絞 D 才ートロックボタンを巧しなび6 
絞りを [ A ] 位置に合わせる 















































モードダイヤルを [Tv] に合わせる 


シャツター速度を遇ぶ 


⑦セレクトレバーで巧みのシャツター速 
度を還びまず。 


⑨表示/ くネルとファインダー巧にシャッ 
夕一速度と、絞り値ぴ表示されまず。 

细 

• ファインダー巧のシャッター速度の下には、現 
在シャッター速度び蜜要可能であることを示す 
アンダーバー[一]び表示されます。 

• 表示パネルのシャッター速度は、電源び日 N で 
あれば常に表示されます。 















































露出設定について 


露出警告に ついて 

写したい物び明るすざたり暗すざるとをは、 
表示ノ f ネルとファインダーの絞り値表示び点 
滅しまず。明るすざるとをはシャッター速度 
を速 <、暗すざるとをはシャッター速度を遅 
<して点滅び止まれば撮影でをまず。 

なお、シャッター速度表示と絞り値表示の両 
ちび点滅した場合は測光範囲がですから、 
シャッター速度を変えてわ適正露出は得られ 
ません。明るすぎるときは、 ND フィルターを 
お使いいただ < か、ちラかし暗いところに力 
メラを向け直してください。暗すざるとさは、 
スト□ボなどをご利巧<ださい。 




マニュアル露出で撮影する 

常に同じシャッター速度と絞りの組み含わせで撮影をする場合や、意図 
的に露出オーバー(明るい写真)や麗出アンダー(暗い写真)にするときに 
使います。 


絞り才ートロックボタンを巧しなが5 
絞りを [A] 位置に合わせる 





機能をフルに活用する 


巧 

















































モードダイヤルを [ M ] にさわせる 


セレクトレパーで巧みのシャツター速 
度を選ぶ 


絞日値を還ぶ 

⑦側面ボタンを巧しなが5セレクトレ 
バーで巧みの絞り値を還びまず。 


③ファインダー巧のパーグラフの黒丸び 
中むにあれば適正、 [©] 側に並んでいる 
と走は露出アンダー、[〇]側は露出才一 
バー でず。 

黒丸1つび1/2段階り/ 2 EV ) に相当し 
ます。 








































露出設定について 


③表示パネルとファインダー内に絞り値 
とシャッター速度が表示されまず。 


④露出が適正から 2 段階 (2EV) む上離れた 
場含は、[公]あるいは[@]が点滅しまず。 


化 


’ファインダー巧のシャッター速度の下には、現 
在シャッター速度び変更可能であることを示す 
アンダーバー[一]び表示され、側面ボタンを巧 
すと絞り値の下に絞りび変更可能であることを 
示すアンダーバー[一]び表ちされます。 

I 表示パネルのシャッター速度と絞り値は、電源 
び ON であれば常に表示されます。 

I マニュアル露出では、 AE □ックや露出補正はで 
さません。 

I 絞りび[冉]位置政外でわマニュアル露出びでき 
ます。絞り U ングを回して好みの絞りを選んで 
ください。ただし、絞り表示は目安ですので、設 
定絞りと一致しないことびあります。 

I 絞り[冉]位置ながで、絞り値の目安び表示され 
るのは、 FA および F レンズの場合だけです。 
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機能をフルに活用する 


〇 












































露出警告について 

写したい物び明るすぎたり暗すぎるときは、 
表示パネルとファインダー巧のシャッター速 
度表おと絞り値表示の両方と[〇]あるいは 
[©] び点滅し、測光範囲外を知らせまず。 
シャッター速度や絞りを変えてち適正露出は 
得られません。明るすざるときは、 ND フィル 
ターをお使いいただくか、ちラかし暗いとこ 
ろにカメラを向け直してください。暗すぎる 
ときは、 スト □ボなどをご利用ください。 



I バルブで撮霞する 

花火、夜景などの撮影で長時間シャツターを開いておく必要のあるとき 
にごが用くださしんシャッターボタンを押し込んでいる間、シャツターび 
開さ続けます。 


①マニュアル露出のときに、セレクトレ 
バーでシャッター速度をほ速側に移動 
をせ、表示パネルとファインダー巧に 
[ bu ] を表示させまず。 





















露出設定について 


霞 J りレブで撮影ずるとをは、ぶれ防止のた 
めしっかりした云刷を使用し、別売りの 
「ケープルスイッチ CS -20 已 J をご使用 
ぐださい。 




’新品のリチウム電池（常温)で、約吕時間の長時 
間露出びでさます。 

’ U モコン撮影を利用すると JJ モコンの シャッ 
ターを巧している間、バルブ撮影び巧能です。 

’ファインダー内の表示はオレンジ色になりま 
す。 



I 露出を補正する一露出補正 


意図的に露出才ーバー朋るい写真)や露出アンダー(暗い写真)を撮影で 
きます。露出補正は、 一3 〜十3段階 [ EV ] の範囲で、日.日段階 [ EV ] ごとに設 
定でさまず。 


露出補正値を設定ずる 

①側面ボタンを巧しなが6セレクトレ 
パーを回し、好みの補正値を選びまず。 














霞補正値は、表示/ V ° ネルで確認しなが6設 
定してください。補正中は[因]が表示さ 
れまず。 


感補正値は、フアインダー內のノ グラフ 
で確認でをまず。 

黒丸び[〇]側にあれば露出オーバー、 
[©] 側は麗出アンダーのち向にな0ま 
す。一目盛び1/2段階 （1/2 EV ) に相当 
します。 

im 

2段階を越えた設定をした場合は、フアインダー 
巧のバーグラフの黒丸が点滅します。 



が 

I。'' 

巧 


化 

• 露出;甫正はマニュアル露出および、バルブでは使えません。 

• 露出補正は、 一3 〜+3段階 ( EV ) の範囲で日.巳段階に V )ごとに行えます。 

• 電源を日 FF にしたり、他の露出モードにしてを、露出補正は解除されません。 






























露出設定について 


撮影前の露出を記憶させる一 AE ロック 


AE □ックは、撮影前の露出を記憶させる機能です。写したいものびルさ 
く、適正な露出を得るのび難しいとをや逆光撮影のときなどにお使いく 
ださい。 


AE □ックを設定ずる 

① AE □ックボタン [AE-L] を}甲ずと、その 
時点の露出(明るさ)を記憶しまず。もラ 
一度巧ずと解除でさまず。 


霞 AE □ック中は、ファインダー巧の [*] 
が点滅表示しまず。 


お 


’ AE □ックボタン [ AE - L ] か日指を離しても、20 
秒間は露出び記憶されています。 AEn ックボタ 
ンを巧し続けたり、シャッターボタンを半押し 
している間は露出び記憶され続けます。 

’ AE □ックボタン [AE 丄]を巧ずと、電子音び鳴 
0ます。電子音は、消すことびでさます。 
蜡= P .74 を参照してください。 

‘ AE □ック中はオートポップアップは働さませ 
ん。[田!曲)]表おも消えます。 

’冉 En ック中は、自動的にスポット測光となりま 
すので、スポット測光寵囲円内だけで露出を測 
ります。ペンタックスフアンクシヨンで分割測 
光にすることもできます。1^'口.116を参照し 
てください。この場合、! >] 点滅は、点なになり 
ます。 

‘シャッターボタン半巧しでピントび合ラと同時 
に AE ロックをずるよラにペンタックスフアン 
クシヨンで設定できます。 Cl ^ p . l 16) 



スポット測光範囲円 




機能をフルに活用する 


€ 































モードダイヤルを[■川]に合わせる 

セレクトレパーを回ずと電モ音の切日替えびでをる 



00 [叫リを表示させると r 鳴る J に、-- [■>))] を表示させると[■鳴百 
なし VI になる 


如 ■" (--) ■州 


モードダイヤルび [■»)] 位置では、シャツターびきれません。 


分割測光について 

撮るちのの大ささや位置、背景などの明るさや逆光を、ファインダー内を 
日分割して測0ます。逆光などで人物び暗くなるとさでち、どの部分にど 
んな明るさのちのびあるのかをカメラび判断し、人物び暗くな5ないよ 
ラに自動的に補正します。 

- A ’ F ’ FA 政がのレンズでは、中央重点測光になります。 



電子音の切り替えについて 

ピントび含ったときや、セルフタイマー、リモコン、 AEn ック時の電子音 
の有無を変更することびでさます。 


7 2 


3 


C 




















ピント調璧について 


ピント調整について 

ピント調整に関する設定として、オートフォーカスでの撮影方法、マニュ 
アルフォーカスでの撮影方法について説明します。 

- 才ートフォーカス 撮影… ピントを自動で調整します。シャッターボタ 
ンを半押ししてピントび合ラとその位置で固定されます。 

- マニュアルフォーカス 撮影… ピント調整を手動で行います。 tr = p .78 

I 才ートフォーカスで写真を撮る 

お 

な下の攝合は、オートフォーカスや合焦表示♦によるピント調整びできません。ファイン 
ダーのマット面を利巧し、手動でピントを調整してください（唆 =p.7 日)。 

• 合焦表示♦び点滅ずる場合(オートフォーカスが苦手な被写体）蜡= P.7 巨 
• 開放 F 値び、 F 巳.目より暗いレンズを使用している場合 

• ベ □- ズ1日日 mmF4、 シフト 2SmmF3 .日(シフト状態)、レフレックスタイフのレンズ 
を使用している場合 

• 旧タイプのねじ込み取り付け式レンズを別売りの r マウントアダフター K」 で取り付け 
て使用している場合 

1 才ートフ オー カス (AF) を設定ずる 

①フ ォーカスモードレバーを [ AF ] 位 圏こ 
合わせまず。 



靈5ルに活用する 








撮彰ずる 


①フアインダーで写したいものを確認し 
て、シャツターボタンを半巧しの状態に 
しまず。 



自動でピントを調整し、ピントび含ラと 
合焦マーク•び点灯して r ピピッ」と電 
モ音び鳴0まず。 


合焦 マーク 




《ファインダー巧の表示比率は、実降のちの 
と異な0ます。 


暴び点打している間は、ピントび固定(フオーカ 
ス n ック)されます。別のものにピントを合わせる 
ときは、いったんシャッターボタンから指を離し 
て < ださし、。 

感フアインダー内で合焦マーク♦が点丹 
していることを確 I 忍し、シャッターボタ 
ンを巧しをりまず。 




合焦 マーク 暴び点滅して いると きは、ピントび合っていません。ピントび合わない 限り 
シャッターはきれません。写したいをのに近づきすぎている場合は、離れた位置から撮影 
してください。才ートフオーカスの苦手な被写体の場ちは、手動でピントを調整してくだ 
さし、 （tg=^p.78)。 



才ートフォーカス機構は、きわめて精度の高いをのですが、被写体の明るさ•コントラス 
卜•形状•大きさなどによって、政下のよラにピントび合わない場合びあります。 

ピントび含わないときには、被写体とほぼ等しい距離のちのにいったんピントを固定 
(フォーカス n ック）したり（I矿 P.8 日)、手動でファインダーのマット面を利巧してピン 
卜を調整してください（蜡=9.79)。 

• ピントを合わせたいところに、白い壁などの極端にコントラスト(明暗差)の低い被写体 
びある場合 

• ピントを合わせたいところに、光を反射しにくい被写体びある場含 







ピント調璧について 


• ピントを合わせたいところに、細かな模様の被写体びある場合 
•ファインダーの複数の測距点に、遠近のをのび同時にを在する場合 
• 非常に速い速度で移動している被写体 
• 反射の強い光、強い逆光偶囲び特に日月るし佩写体） 

細 アクセサリーやレンズ使用時のま意 
■ アクセサリーの使用について 

政下のアクセサ U —を使用するとさには、手動でファインダーのマッ ト 面を利用してピ 
ントを調整してください（蜡=9.79)。 

• 特殊なフィルターや「7ジックイ方ージアタッチメント」 r ステレオアダフター」などを 
使用している攝合 

-「接写 I 」ング」 r オートべ□ーズ」を使った拡大接写撮影の場合 

※オートフォーカスで、一般の偏光フィルターを使用ずるとオートフォーカスの精度び 
低下します。偏光フィルターを使用するときは、円偏光フィルターのご使用をお勧めし 
ます。 

■ SMC ペンタックス F ソフト8日 mmF 吕 .8 の使用について 

約1.巳 m より近距離でレンズの絞り値を F 已 .6 〜 F 32 の寵囲で使用すると、才ー トフォー 
カスび誤合焦することびあります。絞り値を F 已 .6 〜 F 32 の嚴囲で使用するときは、いっ 
たん絞り値を F 4 .巳に合わせてピントを調整媛、 フォー カス □ック （唆 = p .80) して蒂望 
の絞り値に合わせ直してから撮影してください。 

化 スナップインフオーカス撮影について 

別売りのケースレスイッチ CS -20 己と F ’ FA じ(外のレンズけートフォーカス用でなし、レ 
ンズ)を組み合わせると、写したいものび構図内に来たときに、自動のにシャッターびき 
れるよラな撮影をでさます。 

① F ‘ FA 切列のレンズをセットします。 

擅フォーカスモードレバーを[冉鬥位置に含ねせます。 

通写したいをのび通りそラな位置に、ピントをセッ ト しておきます。 

® 別売りのケーブルスイッチ CS -2 日巳を使用して 、シャッ ターボタンを押しきった状態 
にします。 

写したいものびピントを合わせた位置に来ると、自動的に撮影されます。 


靈5ル活用する 


手動でピントを調整する 


手動でピントを調整します。ピントを調整ずる方法は、ファインダー内の 
合焦マーク■•を利用する方法と、ファインダー内のマツト面を利用する 
ちまびあ D まず。 

♦ファインダー巧の合焦マーク册を利用ずる 

合焦マーク♦を利用してピントを調整でをるのは、開放 F 値が F 已.日政上の明るいレンズ 
( F 1.2 〜 F 日.目)び目安です。それ政列のレンズは、マツト面を利用してピントを調整して 
<ださい。 


1 マニュアルフォーカス ( MF ) を 設定ずる 

①フ オーカスモードレバーを [M 鬥 位置に 
合わせまず。 


£ピントを調碧ずる 

①ファインダー内で写したいものを確認 
して、シャツターポタンを半押しの状態 
にしまず。 


感レンズの距離リングをちちに回して、ピ 
ントを調整しまず。 

ピントびをラとファインダー内の合焦 
マーク着び点灯して r ピピツ」と電子音 
び鳴ります。 

® ファインダー内で含焦マーク馨が点巧 
していることを確 I 忍し、シャツターボタ 
ンを巧しをりまず。 










♦ファインダー巧のマツト面を利用する 


マニュアルフォーカス ( MF ) を設定する 

⑦フォーカスモードレバーを [M 鬥位置に 
合わせまず。 


2 ピントを調整ずる 


①ファインタ’一巧で写したいものを確認 
し、レンズの距離リングを左ちに回し 
て、ピントを調整しまず。 

ファインダー巧の映像び最ちはっさり 
見えるように調整します。 

感ファインダー内の映像が最もはっきり 
見えるのを確認し、シャッターボタンを 
巧しきりまず。 





巧 








I スポット AF について 

ある特定の狭い範囲だけにピントを合わせたいときにお使いください。 

1 スポット AF に設定ずる 

① AF エリア切り曾えレ/ f 一を上側に動か 
しむ ]] 位置に合わせまず。シャツターボ 
タンを半押ししてピントを合わせまず。 


霞図のスポット AF フレーム[[ ]] の內測に 
だけピントが合いまず。 

• ピントを合わせたい物び画面中央にない場をに 
は、フオーカス□ックをご利用ください 
(頤 = p .80)。 

• 通常の撮影では、ワイド冉 F での使用をお勧めし 
ます。 

I フオーカスロックで写真を撮る 

オートフオーカスでピントを調整すると走に、ピントを合わせたいちの 
び AF フレームの範囲州こあるとさは、写したいものにピントを含わせる 
ことびでをません。そんなと走は、いったん AF フレームの範囲内で、写し 
たいちのにピントを合わせて固定し(フォーカス□ック)、写真の構図を変 
えて撮影することびでをます。 



スポツト AF フレーム 

※フアインブー巧の表示比率は、実除のちの 
と異な0ます。 
















ピント調整について 


才ー トフ ォーカスモー ドを設定ずる 

①フ ォーカ スモードレバーを [A 鬥位置に 
合わせまず。 


2 


フォーカスロックで撮誘する 

①撮りたい写真の構図をフアインダーで 
確認し、ピントを合わせたいものが 、 AF 
フレームにかかつていない場合に、 
フォーカス□ックで撮影しまず。 

ちの図では、人物にピントび含わずに背 
景にピントび合ってしまいます。 


霞ピントを含わせたい被写体をファイン 
ダーのやむにして、シャツターボタンを 
半}甲しの状態にしまず。 

ピントび合ラとファインダー内の合焦 
マーク偷び点口して r ピピツ」と電子音 
び鳴ります。 


細 


I 合焦マーク•び点灯している間は、ピントび固 
定(フ オー カス n ック) されます。 

’フオーカス n ックの状態で、スーム IJ ングを回 
すとピントびずれることびあります。 



AF フレームび人物にかかつていな 
いとピントび合わない 
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《ファインター巧の表示比率は、実隆のちの 
と異な0ます。 



AF フレームび 人物にかかるよラに 
して、シャッターボタンを半押しの 
巧態にします。 

※フアインダー巧の表示比率は、実隨のもの 
と異な0ます。 


靈5ルに活用する 
































® シャツターボタンを半 f 甲しにしたまま 
で、撮りたい写真の構図に戻しまず。 


® フアインダー内の合焦マーク♦が点丹 
していることを確 I 忍し、シャツターボタ 
ンを巧しをりまず。 


人物にピントが合いまず 



※フアインター巧の表示比率は、実塚のちの 
と異な0ます。 








被写巧深度について 


被写巧深度について 

写したいもののある部分にピントを合わせると、その前禮のものにもピ 
ントび含ラ範囲びあります。このピントび合う範囲を被写界深度といし、 
ます。 

ここでは、被写界深度をファインダーで確認する方法や、ピント位置と絞 
りの関係について説明します。 

I 巧写巧深度を確認するープレビュー 

撮影するときに、ピントの含っている範囲(被写界深度)を、ファインダー 
内で確認でをます。 

1 撮るちのにピントをさねせる 

①撮るちのにピントを合わせまず。 


2 プレビューで巧写巧深度を確認ずる 

①フアインダーを號さなが5、電モプレ 
ビューボタンを巧しまず。 

現在ピントの合っている範囲び、フアイ 
ンダー内で確認でをます。 













• プレビューでの被写界深度の確認は、プログラム自動露出や絞り優先自動露出などすベ 
ての露出モードで確認できます。 

• ファインダーで確認したピントの寵囲と実隙の写真でのピントの嚴囲は、必ずしち一致 
しません。 

細 絞りとピントの合う範囲について 

• 被写巧深度(ピントのちう寵囲)は、絞りを絞り込むほど深く（広い範囲にピントび合う） 
なじます。 

• その他に、広角レンズほど、また写したいものび遠くなるほど被写巧深度は深くなりま 
す。ズームレンズには、機構上被写界深度の目盛りは付いていません。 

I 絞日とシャッター速度の巧まについて 

写したいちの(被写体)の適正震出は、シャッター速度と絞0値の組み含 

わせで決ります。ただし、被写体の適正露出を決めるとさのシャッター速 

度と絞り値の組み合わせはいくつもあり、この組み合わせを選ぶことで、 

写真の効果を変えることびできます。 

♦シャッター速度の効果 

シャッター速度は、光びフィルムにあたる時間を長くしたり、短くして 

フィルムにあたる光の量を調整しています。 

•シャッター速度を遅くずる 

• シャッ ターの開いている時間び長く 
なるため、写したいちのび動いていれ 
ば、写したいものびぶれてしまし、ま 
す。 

• 川や滝、波などをシャッター速度を低 
速にして撮ることで、動感のある写真 
になります。 






♦シャッター速度を速くずる 

• 動きのあるちのでも動きを止めて写 
すことびでさます。 

• 写したいものび動いてなくてち、 

シャッ タ—をさるとさにカメラび動 
いてしまラカメラぶれを防ぐことび 

でをます。 ^ 

高速シャッター 

♦絞0の効果 

絞りは、光びレンズを通るときの光束(光の太さ)を広くしたり、狭めたり 
してフイルムにあたる光の量を調整します。 

♦絞りを開いて光束を広くずる 

-ピントを含わせたものに対して、その 戸 

前媛のちののボケび大きくなりまず。 

例えば、風景の中で人物を撮影する 
と、ピントを合わせた人物の前後にあ 
る風景のぼけを大さくし、人物だけび 
浮を上びる効果びあります。 

開巧絞り側 

♦絞りを絞って光束を狭くずる 

-ピントの合ラ範囲び前禮ににび0ま 
す。例えば、風景の中で人物を撮影す 
ると、ピントををわせた人物の前懐に 
ある風景までピントを合わせること 
びでをます。 

か絞り側 
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内蔵スト□ボの使用について 

内蔵スト n ボを使用するときのスト n ボ発光モードの設定と、内蔵スト 
□ボを使用するとさに知っておさたい事項について説明します。 

I 発がモードを設定する 

スト n ボモードボタンを押して選択します。 



発光モードは!^: TF のように表示されます。 



自動発光西！!因は、才ートピクチャーとピクチャーモードでのみ選択巧能 
です。 















巧蔵スト□ボの使用について 


細 発光モードの表示について 

表示される発光モードにより、内蔵スト n ボは;欠のように発光します。 


表术されるマ-ク 



化 """ 

オートポップアップスト n ボ発光び必要なとをだけ自動で上びりま 
す。*2また、必要なとさだけ光ります。 

巧而〇 冬 巧 > 

オートポッフアップ+赤目軽減 

オートポップアップモードでスト n ボび発光 
するとさに赤目軽減機能び働さます。 

の 

ワイヤレス 専用のスト□ボでワイヤレス機能を使用すると 

きに設定します。蜡^ P.102 

の +HS 

ワイヤレス + A イスピードシンクロ 

専用のスト□ボを使巧して、 A イスピードシン 
ク n 発光するときに設定します。蜡= P .1 日1 

オートポップアップ/自動発光なし 

自動でスト n ポは上びりません。 

スト n ボび上びっていれば常に発光します。 

< s > 

オートポップアップ/自動発光なし+赤目軽減 

オートポップアップ/自動発光なしで、赤目軽減 
機能び働さます。 *1 


*1 :赤目軽減機能と冉 F36 日 FG 之などのストロボのスレーブ機能やワイヤレス機能を 
組み合わせると、1度目のプ IJ 発光で外付けストロボび発光します。スレーブ機能 
を使用するときは、赤目軽減機能は使用しないでください。 

*2 :オートポップアップモードは、オートピクチャーとピクチャーモードでのみ設定で 
さます。 


スト□ボ5農して撮影する 











• AE □ック中はオートポップアッフは働さません。 

• 外付けスト n ボでち同様に、スト n ボ自動発光びご使用いただけます。 

• 外付けスト n ボを取り付けていると内蔵スト n ボは自動的に上びらなくなります。 

• 外付けスト□ボを取り付けた状態で、ストロボの電源を切っているか充電中の場ち、表 
おパネルに[面四]び表示されていてち内蔵スト□ボは自動的に上びりません。 

細 ホ目を軽減ずるには 

一般に「赤目現象」といわれ、暗い中で人物のストロボ撮影を行ったときに、スト□ボの光 
び目の網膜に反射して目びホく写る現象です。赤目を完全に防ぐことはできませんび、な 
下の方までホ目を軽減でさます。 

• でさるだけ周りを巧るくして撮該する 

• ズームレンズを使用ずるときは、広角側にして近距離で撮影する 
• 外付けスト n ボを使用するとさは、スト n ボをでをるだけカメラから離ず 


I 内蔵ストロボについて、もっと知0たい方へ 


内蔵スト□ボを使用するときに、絞り値か5スト□ボ撮影の巧能距離を 
計算するち法や F’FA レンズとの適合性などについて説明します。 

♦絞り帽か5スト□ボ撮穀可能距謎を計算ずる 

撮影時に選択されている絞0値を確認し、政下の方法で撮影距離を計算 
して < ださい。 

細 

ただし、日. 7 m 政下の距離では使用できません。 0.7 m より近距離で撮影すると、ストロボ 
光のムラやケラレ、露出オーバーの原因になります。 

遠距離の目を ガイドナンバー-使用絞0値 

近距離の目を 遠距離側目安-己 * 1 

*1 :割り算に使巧した数値 r 己」は、内蔵ストロボを単独で使用した場合にのみ適用され 
ます。 


巧蔵スト□ポの使用について 


ガイドナンバーは、使用するフイルム感度 ( IS 日)によりおよそ L の^のよう 
になります。 


フイルム感度(侶 0) 

ガイドナンパー 

IS02 已 

巳.已 

ISO 巳0 

7.8 

ISO] 00 

11 

ISO 200 

15.6 

ISO 400 

22 


例： IS 01 日日のフィルムを使用し、絞り値 F 2.8 でスト□ボ撮影するとき 
は、];(下のように計算します。 

遠距離の目を ガイドナンバー [11]- F 2.8= 約3.目 m 
近距離の目を 3.目-曰=約 0.8 

したびって、約日. 8 m 〜3.9 m の範囲でスト□ボび使巧でさます。 

细 撮影距離か6絞り値を計算するには 

撮影距離から絞り値を計算するとさは、 ■LU 下のよラに計算します。 

ガイドナンバー-撮彰距離二絞り値 

計算で出た数値び「3」のよラに、レンズの絞り値にない値になったときは、一般的に数字 
の小さいほラに.引に設定します。 


スト□ボ5留して撮影する 









♦巧嵐スト□ボ使用時の F * FA レンズ適合性について 

内蔵スト□ボを使用して撮影ずるときの F ' FA レンズの適合性について 
説明します。 

スト□ボ撮影に不適切な F’FA レンズを使用した場含、充電完了後にシャッターボタンを 
半巧しにずると、表示パネルやファインダー内のろび点滅して警告します（【矿 P .34)。 
警告び出た状態で撮霖すると、画面の四隅び暗くなるケラレび出たり、画面下部に半円の 
ケラレび出ますのでご注意<ださい。 


内蔵スト□ボ使用時の F ’ FA レンズ適合表 

〇：使用巧 A :記載条件でケラレび発生する場合あり X :ケラレび発生する 


レンズ名 

適合 

F ズーム17〜吕 8 mmF 3 .己〜4.已 

X 

FA ズーム20〜3已 mmF 4 AL 

A 

焦点距離 28 mm 未满でケラレび発をする場合あ0 

FA 24 〜日 0 mmF 3' 已〜4.已 AL ( IF ) 

A 

焦点距離 35 mm 未満と3己 mm で撮影距離び1 nU ソ 
下でケラレび発生する場合あり 

FA ズーム28〜 70 mmF 4 AL 

〇 

FA * ズーム28〜 70 mmF 2.8 AL 

X 

FA ズーム28〜 80 mmF 3 .己〜已 .6 

A 

焦点距離28〜3已 mm で撮影距離 3 m な下、 35 mm 
で撮影距離1 m な下でケラレび発生する場合あり 

FA 28 〜日 0 mmF 3 .己〜己.日 

〇 

焦点距離び 28 mm 側で表示パネルとファインダー 
内にマーク点滅による警告び出ますび、ケラ 
レは発生しません。 

FA 28 〜10已 mmF 3.2 〜4.已 ALOF ) 

〇 

FA ズーム28〜10已 mmF 4 〜已.日 （ IF ) 

A 

焦点距離 4 Clmm な下でケラレが発をする墙合あり 

FA スーム28〜200 mmF 3.8 〜已.日 AL ( IF } 

A 

焦点距離7日 mmliTF でケラレび発をする攝合あり 

F - FA ズーム3巳〜 80 mmF 4 〜已.日 

〇 

FA ズーム70〜200 mmF 4 〜已.日 

〇 

FA ★ズーム80〜200 mmF 2.8 ED ( IF ) 

A 

焦点距離日 Omm な下でケラレが発をする墙合あり 

FA ズーム扫〇〜320 mmF 4 .日〜已.日 

〇 

F - FA ズーム80〜200 mmF 斗.7〜巳.日 

〇 




















巧蔵スト□ボの使用について 


レンズ名 

適合 

FA 1 00〜300 mmF 4.7 〜己 8 

〇 

F ズーム] 00 〜 300 mmF 4 .已〜已.日 

〇 

FA ズ—ム 100〜300 mmF 4 .已〜巳. 6 

〇 

FA * ズーム 2 已〇〜日 OOmmF 巳.日 ED ( IF ) 

X 

FA 20 mmF 2.8 

X 

FA *24 mmF 己 AL ( IF ) 

X 

FA 28 mmF 吕 '8 AL 

〇 

FA 31 mmF 1.8 AL Limited 

〇 

FA 3 已 mmF 2 AL 

〇 

FA 43 mmF 1.9 Limited 

〇 

FA 已 OmmFl ‘4 

〇 

FA 已 OmmFl '7 

〇 

FA 77 mmFl '8 Limited 

〇 

FA *8 已 mmFl ‘4( IF ) 

〇 

FA 13 已 mmF 2.8( IF ) 

〇 

FA *200 mmF 2.8 ED ( IF ) 

〇 

FA *300 mmF 2.8 ED ( IF ) 

X 

FA *3 日 OmmF 4' 已 ED ( IF ) 

〇 

FA *4 日 OmmF 已 .6 ED ( IF ) 

〇 

FA *600 mmF 4 ED ( IF ) 

X 

FA マク□巳 0 mmF 2 .扫 

〇 

FA マク □1 00 mmF 2 .扫 

〇 

FA マク □1 00 mmF 3 .巳 

〇 

FA ★マク □200 mmF 4 ED ( IF ) 

〇 

FA ソフト 28 mmF 2 .扫 

〇 

FA ソフト 8 巳 mmF 2.8 

〇 


スト□ボを留して撮影する 






























手動でストロボを上げる 


1 強制発巧ボタンを巧して、スト□ボを 
上げまず。表ちバネルの晒田びミ肖えま 
ず。 


と 充電が按わると、表示バネルとフアイ 
ンダー巧に > が表示されまず。 


。シャツターボタンを巧し込んでストロ 
ボ撮該をします。 



























巧蔵スト□ボの使用について 


内蔵ストロボは回の部分を巧して収納 
して < ださい。 


お 


• 日月るさに関係なくスト n ボは常に発光します。 

• スト n ボ充電中はシャッターは切れません。 

•スト n ボを連続して使ラと、電池び多少温かく 
なることびありますび、異常ではありません。 

• 列付けスト n ボを取り付けた状態で、強制発光 
ボタンは押さないでください。外付けスト□ボ 
に接触します。同時に使用する場合の接続ちま 
については、蜡= P .1 日4を参照してください。 

• レンズフードは、ストロボの光を遮りますので 
使わないで < ださい。 

•スト□ボび上がっている状態で、強制発光ボタ 
ン[ち U 円を押すと、常にストロボび光る強制発 
光になります。 

スト□ボお勧めマークについて 

暗い場所や逆光のとをは、表示パネルとファ 

インダー内のろび点滅し、スト□ボの使巧をお 

勧めしまず。また、手ぶれの可能性びあるとき 

は、ファインダー内の表示びオレンジ色に変 

わ0ます。 




’露出モードびシャツター優先自動露出•マニユ 
アル露出では逆光の場合にのみろび点滅しま 
す。 

’充電完了と同時にちは点灯になります。 




醉 

FS.S 

巧 


スト□ボ5留して撮影する 


巧 




















不適切レンズの警告表示 

スト□ボ撮該に不適切なレンズを使巧する 
と、巧電完了時表示パネルとファインダー内 
のちび 点滅し警告します。 

化 

• 内蔵ストロボの適•不適レンズについては、 
幅 = p .白吕を参照してください。 

• 警告び出た状態で撮霖すると、画面の四隅び暗 
<なるケラレび出たり、画面下部に半円形のケ 
ラレが出ますのでご注意<ださい。 

• F ’ F 冉レンズながでは警告表示は出ません。 

-警告び出る条件でち、オートポップアップ機能 
は働きますのでごミ主意ください。 




















が付けスト□ポの使用について 


か付けスト□ホの使用について 

カメラの内蔵スト□ボで光量び不足するときは、別売りのが付けスト □ 
ボを利巧してください。 TTL 才ートで撮影する方法や AF 3 目日 FGZ を使 
巧してワイヤレス機能で撮影したり、八イスピードシンク n で撮影する 
方法について説明します。 

ただし、ご使用の外付けスト□ボにより使巧でさる機能び異なりますの 
で、下の説明を参照の上ご使用ください。 


I ストロボの機能一覧 

内蔵スト n ボと別売りのが付けスト□ボで使用可能な機能について説明 
します。ご使巧のスト□ボの機種を確認の上ご使用ください。 


力;ラの撒能 

A 

巨 

C 

D 

E 

F 

赤目軽減磯能び使用できる 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 半 1 

X 

スト□ポ自動発光びでさる 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スト□ボ充電完了で、ストロボの 
同調速度に自動的に切り替わる 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

オートピクチャー、ピクチャー、シャッター 
優巧自動露出では絞りび自動セットされる 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇が 

が2 

ファインダー内でオートチェックできる 

X 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

TTL 才ートストロボ撮影びできる蜡= P .99 

〇 

0*4 

〇 

〇 

〇半3 

X 

P-TTL 才ートストロボ撮影びできる辟 P . 日 8 

X 

0* 日 

X 

X 

X 

X 

低速シンク□撮影びできる IS ^ P . IO ? 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AF 補助光ぴ傳用でさる 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

後幕シンク□撮影びできる*6 

0*7 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

光量比制御モードで撮影びできる*8 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 

スレーブ機能び働< 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 

マルチスト□ボぴ働く 

X 

X 

が日 

X 

X 

X 

ハイスピードシンク□で撮影びでさる 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

ワイヤレスで撮影びできる 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 


スト□ボを留して撮影する 
























A : 内蔵ストロボ 
B : AF 3 巨己 FG 之 
C : AF 已〇己 FT 之、 AF 33 白 FT 之 
D : AF 4 日日 FT 之、 AF 吕4日 FT 

E : AF 400下、冉 F 280下、冉 F 200下、 AFOSOC 、 冉 F 140 C 、 冉 F 200 SA 
F : AF 200 S 、 AF 1 巨己、冉 F 140 

*1 ; AF 28 日 T 、 AF 40 日 T で、ファインダーオートチェックを OFF にし、 TTL 才ートに設 
定した場含のみ使用できます。 

*2; E ( AF 2 日 0 SA を除く）のスト□ボで、 MS (マニュアルシンク ( ZO . M (マニュアル)で 
使巧するときや F のストロボを使用するときは、絞り優先自動露出またはマニュア 
ル露出、バルブで撮驚してください。ピクチャーモードやシャッター優先自動露出 
では、絞り値び変化しますので使用できません。 

*3; AF 20 日 SA では、 TTL 才ートスト□ボ撮穀できません。 

*4: A - F - FA レンズ使用時は P-TTL 

* 巳； A - F ’ FA レンズ使用時のみ 

*6; シャッ ター速度は、1/日0砂 iU 下になります。 

*7; 己または C 、 D のスト n ポと組み合わせて後幕シンク n び可能です。 

*8; シャッター速度は、1/目0砂旗下になります。 

*9: AF 330 FT 之は不可。 


P - TTL 才ートで撮影する 

P-TTL オートでは、撮影直前にスト□ボをプリ発光させ、目分割で測光ず 
るため、より正確な制御び巧能です。ワイヤレスでも P-TTL 才ートび可能 
です。 


お 


P - TTL オートは AF 360 FGZ との組み合わせでのみ巧能です。 


1 スト□ボをセットする 

⑦カメラのホットシユーカバー Fk を取り 
列しまず。 




取り外したホツトシユーカバーは、ストラツフの 
ポケツトに入れておくと便利です（【潭 = p . l 4)。 








が付けスト□ポの使用について 


⑤スト□ボを取り付けまず。 


L P-TTL 才ートに設定ずる 

①スト□ボの電源スイッチを入れまず。 

感スト□ボの発光モードを P - TTL 才ートに設定しまず。 

细 

• AF3 日日 FG 之拟外のストロボでは TTL 才ートになります。 

• 操作方法については、外付けスト n ボに付属の使用説明書を参照してください。 

3 撮暴ずる 

①スト□ボの巧電完了を確認しまず。 

霞ピントを合わせて撮影しまず。 

• スト n ボの充電び完了すると、カメラの シャッター ボタンを半巧しにしたとさに、 ファ 
インダー内にちび点灯します。 

• が付けスト n ボでち自動発光は働舌ます。写すちのび明るいとスト n ボは発光しません 
ので、日中シンク n 撮影ではご；主意ください。 

I 八イスピードシンク□モードで撮該する 

AF3 目日 FGZ を使用することで、 1/I2 已秒より速いシャッター速度で 
も、スト□ボを発光して撮影することびできます。八イスピードシンク □ 
は、スト□ボを力ラに取り付けても、ワイヤレスでも使巧できまず。 



スト□ボ5農して撮影する 





♦スト□ボをカメラに巧日付けて撮影ずる 
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スト□ボをセツトずる 

⑦カメラのホツトシユーカバー Fk を取り 
列しまず。 

お 

取り外したホツトシユーカバーは、ストラツフの 
ポケツトに入れておくと便利です（【驴 P. 14)。 

霞スト□ボを取り付けまず。 

③露出モードをオートピクチャー、ピク 
チヤ— モードむ夕 I にしまず。 



スト□ボ側を HS (八イスピードシンク □) に設定ずる 


①スト□ボのシンク□モードを HS ( A イスピードシンク□りこ設定しまず。 


操作方まについては、外付けスト n ボに付属の使用説明書を参照して < ださい。 


d 八イスピードシンク□で撮影ずる 

①スト□ボの巧電完了を確認しまず。 
霞ピントを合わせて撮影しまず。 


⑩ 


お 

• スト□ボの充電び完了すると、力ラのシャッターボタンを半巧しにしたときに、ファ 
インダー内にろび点灯します。 

• シャッター速度び1/12已砂を超えた場台のみ A イスピードシンク n となります。 

• 露出モードびオートピクチャー、ピクチャーモードではノ Vイスピードシンク n はできま 
せん。 








が付けスト□ボの使用について 


♦スト□ホをワイヤレスで撮露ずる 

1 スト□ボをカメラか6離してセットずる 

①スト□ボを発光させたい位置に固定しまず。 

感スト□ボの電源スイッチを rw 旧 E に S 引にしまず。 

③ワイヤレスモードを s ( スレープ）にしまず。 

细 

• 操作方法については、外付けスト□ボに付属の使用説明書を参照してください。 

• ワイヤレス制御については102ページを参照してください。 

2 カメラ側を HS (八イスピードシンク □) に設定ずる 

①強制発光ボタンを f 甲して、巧蔵スト□ボを使用できる状態にしまず。 
感スト□ボモードボタンを巧し、 G 3 HS を表示しまず。 



感巧蔵スト□ボとが付けスト□ボの巧電完了を確認しまず。 

® ピントを合わせて撮影しまず。 

お 

• 内蔵スト□ボの充電び完了すると、カメラのシャッターボタンを半巧しにしたときに、 
ファインダー内にちび点灯します。 

• シャッター速度び1/12己砂を超えた場合のみ八イスピードシンク□となります。 


スト□ボ5留して撮影する 













ワイヤレスモードで撮該する 


AF360FGZ を使用することで、カメラとスト□ボをコードで接続しな 
いで、スト□ボ撮霞することびできまず。八イスピードシンク□の機能 
は、ワイヤレスでち使用でさます。 

?スト□ボをカメラか百離してセツトする 

⑦スト□ボを発光さだたい位置に固定しまず。 

⑨スト□ボの電源スイツチを 「 W 旧 ELES 引にしまず。 

③ワイヤ レスモー ドを S (スレー プ）にしまず。 

細 

操作方まについては、外付けスト n ボに付属の使用説明書を参照して < ださい。 

仁 カメラ側をワイヤレスに設定ずる 

①強制発光ボタンを f 甲して、巧蔵スト□ボを使用できる状態にしまず。 
霞スト□ボモードボタンを巧し、のを表示しまず。 



感內蔵スト□ボと列付けスト□ボの巧電完了を確認し、撮影しまず。 

• 内蔵スト n ボの充電び完了すると、カメラの シャツ ターボタンを半巧しにしたときに、 
ファインダー内に夕び点灯します。 

• 内蔵スト□ボの代わりに、 AF3 日日 FG 之をカメラに直接取り付けても、ワイヤレスモー 
ドび巧能です。 









が付けスト□ボの使用について 


細 ワイヤレススト□ボ制御について ( P - TTL 撮影） 

AF3 日日 FGZ をワイヤレスで使用するときには、ストロボび発光されるまでに内蔵ストロ 
ボと AF3 日日 FG 之間でな下のよラな情報伝達び行われています。 

①シャッターボタンを巧しきる 

③内蔵ストロボびル光量発光(カメラ側の発光モードを伝達） 

③外付けスト□ボびル光量発光(被写体の状態を確認） 

@内蔵スト n ボびル光量発光(発光量を外付けスト□ボに伝達） 

*HS(A イスピードシンク □) び設定されている場 S ま、発光時間を伝達するためにこ 
の搜内蔵ストロボがわラ…度ル光量発光します。 

⑥外付けスト n ボび本発光 

ペンタックスファンクシヨンの No. 1 1で、内蔵ストロボを外付けストロボへの情報伝達 
用としてだけ使ラか、露出に影響を与える発光もずるかを選択でさます。（輕= P. 11 8) 

細 ワイヤレススト□ボ制御のチャンネル設定について 

ワイヤレス制御を行う場合、カメラと AF3 日 OFG 之のチャンネル(例: cm) を合わせる必要 
びあります。合わせちは、冉 F36 日 FG 之をカメラに取り付け、カメラの電源を入れた後、 
シャッ ターボタンを半巧しすると、 AF36 日 FG2 のチャンネルびカメラ側に設定されます。 
四あるいは四 HS を設定した時に約10秒間、現在のチャンネルび表示されます。 

I 内蔵ストロボと同時に巧用する 

内蔵スト□ボと列付けスト□ボを同時に使用ずる方法について説明しまず。 
内蔵スト□ボと外付けストロボを同時に使用するには、け下の別売りア 
クセサ I 」一び必要です。 

• ホットシューアダプタ ー Fg 
• オフカメラシューアダプタ ー F 
-延長コード F 己 P 


スト□ボを取り付ける 

⑦カメラのホットシューカバー Fk を取り 
列しまず。 


お 


取り外したホツトシユーカバーは、ストラツフの 
ポケットに入れておくと便利です（幅" ■P.14)。 



⑩ 


スト□ボ5留して撮影する 






霞カメラにホットシユーアダプタ ー Fg を取り付けまず。 

感ホットシユーアダプター Fg に延長コード F 已 P を取り付けまず。 

® オフカメラシユーアダプタ ー F を云脚などで固定しまず。 

⑥オフカメラシユーアダプタ ー F に延長コード F 己 P を取り付けまず。 

⑥ オフカメラシユーアダプタ ー F の上にスト□ボを取り付けまず。 

⑦ 内蔵スト□ポを上げまず。 

im 

AF 已日日 FTZ では、オフカメラシューアダプタ ーF を使用しなくても、直接延長コード F 己 P 
をつなぐことびでさます。 



♦か付けスト□ボを複数使用ずる場合 


オフカメラ シューアダプター F 
























が付けスト□ポの使用について 


細 が付けスト□ボのをな 撮該 について 

2個 iU 上のスト n ポを同時使用する場合の使用上のを意事項について説明します。 
♦「スト n ボの機能一覧」（【矿 P. 白 7) を参照して liTF の組みちわせで使用してください。 
•同じタイプ (B 〜 F) どラしを組み合わせて使用してくださし、。 

•違うタイプを使用する場合は、 C と D、 あるいは E と F と組み合わせて使用してくださ 
い。 

♦内蔵スト n ボは、どのタイプのスト□ボとも組み台わせて使用できます。 

I 巧 量 比制御シンク□で 撮該 する 

内蔵スト n ボや複数のスト□ボを組み含わせることで、スト□ボの光量 
の違いを利用した撮影(光量比制御シンク□撮影)びでをます。 

光量比制御シンク n で撮影できるスト□ポは、 AF36 日 FGZ、AF33 日 FTZ、AF 己日日 FTZ、 
または内蔵スト□ボです。 

♦内蔵ストロボとか付けスト□ボを組みをわせる場合 

1 か付けストロボの準備をしまず 

⑦列付けスト□ボをカメラか6離して設置しまず。 

• ホットシユーグ U ツプを使用ずると TTL 調光び正しく働かないことびあります。 

• 接続方まは104ページをご覧 < ださい。 

霞スト□ボのシンク□モードを光量比制御モードに設定しまず。 

設定方まについては、スト□ボに付属の使用説明書を参照してください。 


スト□ボ5農して撮影する 


2 握露ずる 

①内蔵スト□ボを上げまず。 

感内蔵とが付けスト□ボの巧電完了を確認しまず。 

® ピントを含わせて撮影しまず。 

細 

• 光量の比率は、内蔵ストロボび1に対して外付けストロボは2爐数の場合は合計)にな 
0ます。 

• 光量比制御シンク n 撮彰では、シャツター速度の上腳ホ1/6日秒になります。 

♦複数のか付けスト□ボを組み合わせる場合(内蔵スト□ボなし） 

7ストロボの準偏をしまず 

⑦外付けスト□ボをカメラか S 離して設置しまず。 

細 

• ホツトシユーグ U ツプを使用ずると TTL 調光び正しく働かないことびあります。 

• 接続方まは1日4ページをご覧ください。 


感必要なスト□ボのシンク□モードを光量比制御モードに設定しまず。 

is? 

光量比制御モードに設定したストロボの光量び「2」に対して、設定していないストロボの 
光量は「1」で制御されます。 

設定方法については、スト n ボに付属の使巧説明書を参照してください。 

ム 撮影ずる 

①ずベてのスト□ボの巧電完了を確認しまず。 

霞ピントを合わせて撮影しまず。 


列付けスト□ポの使用について 

I ほをシンク□で 撮該 する 

夕景などを背景に人物を撮影するときに、低速シンク□を利用すると人 
物と背景をきれいに撮影することびできます。低速シンク□撮影は、目2 
ページの夜景モードを利用するち法び最ち簡単ですび、マニュアル震出、 
シャッター優先自動露出でち巧能です。 

化 

低速シンクロ撮影では、シャッター速度び遅くなります。カメラぶれを防ぐため、カメラ 
を^脚などで固定して < ださし、。 

♦マニュアル露出で撮影ずる 
1 スト□ボを準備ずる 

①巧蔵ス ト □ボを使用ずるときは、強制発光ボタンを巧してス ト □ボを 上 
げまず。 

外付けストロボを使用ずるとさは、外付けストロボの電源を入れます。 

た マニュアル露出に設定ずる 

①絞り値を設定します。 

霞シャッター速度を設定しまず。 

细 

スト n ボの充電完了と適正露出を確認します。 



スト□ボを使用して撮影する 


⑤ピントを合わせて撮影しまず。 


♦シャツター優巧自動露出で撮該ずる 
1 シャツター厦巧自動露出に設ちずる 

' 絞り表ちび点;巧健動節囲か）しないシャツター連度を還ぶ 
0 スト□ボをを備する 

ies 

手順3は、手順し2の後に巧ってください。背景び適正露出にならないことびあります。 

①内蔵スト□ボを使巧ずるとをは、強制発光ボタンを巧してスト□ポを上 
げまず。 

细 

外付けスト n ボを使用ずるとさは、列付けスト n ボの電源を入れます。 

4 ピントを合わせて撮彰ずる 


が付けスト□ポの使用について 


I ストロボの使用について 

スト□ボを使巧するとをのミ主意事項について説明します。 

♦巧蔵スト□ボと専用ストロボの®用について 

♦内蔵スト□ボとペンタックス専用の外付けスト□ボを組み含わせて同 
時に使用した場合、が付けスト□ボび禮幕シンク□に設定されている 
と内蔵スト□ボも後幕シンク□になります。 

♦撮影するときは、各スト□ボの充電び完了してか5シャッターををっ 
て < ださい。 

♦化巧製ストロボの使用について 

♦他社製スト□ボを組み合わせると、故障の原因になる場合びあります。 
ペンタックス専用オートスト□ボの使用をお勧めします。 

♦スタジオ用の大型スト□ボでは、極性び逆になっているをのびありま 
す。このタイプでは、本力方ラと組み合わせてもスト□ボび発光しませ 
ん。詳しくは、スト□ボのメーカーにご相談ください。 

♦大型スト□ボと組み合わせて使用するときは、後幕によるケラレをドで 
ぐため、同調速度より一段低いシャッター速度でのご使巧をお勧めし 
ます。 


スト□ボ5留して撮影する 


⑩ 


付録 
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フアンクシヨンキーの機能 


ペンタックスフアンクシヨン: 


本磯には、使用目的に合わせて力ラの各機能を設定できる]1種類のペンタック 
スフアンクシヨン機能びあります。 


[ F 1] 

オートプラケツトの補正値幅の選お 

I ^ p . l 15 

[ F 2] 

オートプラケツト撮影渡の]コマ撮影への復帰 

I ^ p . l 15 

[ F 3] 

1」モコンの作動時間の置択 

你 P ‘11 日 

[ F 4] 

U モコン撮影時のピント合わせの有無の選択 

I ^ p . l 1已 

岡 

AE □ツク 時の測光モード置お 

l ^ P . l 1已 

[ F 6] 

シトツ ターボタン半巧し時の AE □ツク 有無の選択 

tS ^ P . l 1已 

[ F 7] 

動体モード時の AF ち式の選お 

暇 P ' l 17 

[ F 8] 

表示/ C ネルの照明ちまの還お 

フ 

[ F 引 

電源 ON 時のモードダイヤルイル S ネーシヨンパターン選お 

17 

[ F 10] 

フィルム巻さ戻し時のフィルム巧端げ態の選択 

顿 " P ' l 18 

[ F 11] 

ワイヤレスモード時の巧蔵スト□ボの発光ち式選お 

控^ P ' l 18 














フアンクシヨンキーの機能ーペンタツクスフアンクシヨン 


I 設定の昼本操作について 



ペンタックスフアンクシヨン機能を設定するときの基本操作について説 
明します。 


フアンクシヨン No •(還択頂目)を表示 
ずる 

①モードダイヤルを回し、 [ PF ] 位置に含ね 
せまず。 


霞セレクトレパーで、設定ずるファンク 
シヨン No . 懼択項目)を表示しまず。 

表示パネルにファンクシヨン Na び表示 
されます。 










設定香号を表おずる 

① AE □ックボタンを押して、設定番号徵 
定内容)を表示しまず。 

表示パネルに設定番号び表示されます。 


細 


画面の設定内容は、 フアン クシ ヨン Na[F3]( リモ 
コンの 作動時間の設定 ま 号を2にしています。） 


霞モードダイヤルを回し、 [ AUTO 円 CT ] 
位置に合わせまず。 


設定をすべての期が態に戻すには 

設定したペンタックスファンクシヨン機能をす 
ベて初期状態(設定番号 1) に戻ずには、 iU 下の操 
作にしたびってください。 

①モードダイヤルを回し、 [P 鬥位置に合わせま 
す。 

質 AEn ックボタンを2秒政上巧し続けます。 
表示パネル [PF] とに L] び表示され、設定したぺ 
ンタックスファンクシヨン機能をすべて初期 
状態に戻します。 

感モードダイヤルを回し、 [AUT 日円 CT] 位置に 
合わせます。 


設定番号(設定内容)一 I 


化""" □ 

TvSq "リ I 

Avj.O Q _! 





り 
n 11 

C 

t 



F ，ム 

P C 









フアンクシヨンキーの機能ーペンタツクスフアンクシヨン 


ペンタックスフアンクシヨン機能を設定する 

ペンタックスファンクション No. 順に、各選択項目と設定内容について説 
明します。 

ペンタックスファンクション No. の表示方法や設定番号の表示ち法につ 
いては r 設定の基本操作について」を参照してください。 

①モードダイヤルを [PS 位置に合わせる 霞ファンクシヨン No. セレクトレバーで変更 




⑤設定ま号(設定内容)… AE □ックボタンで変更 


♦ [ F 1] 才ートブラケツトの巧正帽幅の選巧 

オートブラケツト撮影時の補正値の幅を選択します。 
♦フアンクシヨン No.:[Fl] 

♦設定番号： 

[1] …1/2段階忙V] 

に]…1/3段階忙V] 

に]…2/3段階忙V] 

[4] …1段階 [EV] 



♦ [ F 2] 才ートブラケツト撮影をの1コマ撮露への復帰 

オートブラケツト撮影後に1コマ撮影に自動的に復帰させるかどラかを 
選択します。 

♦フアンクシヨン No.:[F2] 

♦設定番号： 

[1] …撮影後、1コマ撮影に戻す 
に]…撮影後もオートブラケツトモード 
のまま 




% 

因 
I ,弓 

P C 化 


巧 















♦ [ F 3] リモコンの作動時間の選が 

U モコン撮影時に作動時間を選択します。 

♦フアンクシヨン No.:[F3] 

♦設定番号： 

[1] …3秒後に撮影 
凹…即撮影 

♦ [ F 4] リモコン撮影時のピント合わせの有無の選択 

U モコン撮影時にピント合わせを行うかどうかの選択をします。 
♦フアンクシヨン No.:[F4] 

♦設定番号： 

[1] …ピント含わせをしない 
に]…ピント合わせをする 



F 3 
[ 3 •‘ 


♦ [ F 5] AE □ック時の測が E — ド選が 

AE □ック時の測光モードをスポットにするか、分割測光にするかを選択 
します。 


♦フアン クシ ヨン No.:[F 引 

■ 

■ 

♦設定番号： 

巧 

1 

[1] …スポツト測光にする 

5 P 

1 

に]…分割測光にする 




♦ [ F 巨]シャッターボタン半巧しでの合焦時の AE □ック有無の觀只 

シャッターボタン半押しでの合焦時に AE □ックを巧ラかどラかの選択 
をします。 

♦フアンクシヨン N0.: [F 目] r - ' 

♦設定番号： PS I 

[1] … AEn ックはしない [ -- I 

に]… AE □ックをする 






フアンクシヨンキーの機能ーペンタツクスフアンクシヨン 


♦ [F7] 動化モード時の AF 方式の選が 

才ートピクチャーを除く動体モード時に、ピント合わせを連続的に行ラ 
か、ピントび含った時点でフオーカス□ツクするかを選択します。 
♦フアンクシヨン No.:[F7] 

♦設定番号： 

[1] …連続的にピント合わせを巧う 

[2] … フオー カス□ツクする 


♦ [ F 8] 表示パネルの照明方法の選択 

表示パネルの照明を点灯させるタイ S ングの選択をします。 

♦フアンクシヨン No.:[F 引 
♦設定番号： 

[1] …被写体び暗いときに、シャッター 

ボタンを半押しすると自動点灯 

[2] …電テプレビユーボタンを押したと 

きに点灯 

[3] …点灯しない 

♦ [ F 9] 屬厮 DNB きのモードダイヤルイルミネーシヨンパターン觀只 

電源日 N 時のモードダイヤルのイル S ネーシヨンパターンを選択します。 
♦フアンクシヨン No.:[F9] 

♦設定番号： 

[1] …パターン A (往復流れ点巧） 

に]…パターン目(流れ点灯） 

[3] …点灯しない 


F 3 

I I 
し I 



つ 

F 广 L 





♦ [ F 10] フイルム巻き戻し時のフイルム巧端が態の選が 

フイルムを巻を戻したとさのフイルム先端の U —ダーを巻を込むかどラ 
かを選択しまず。 

♦フアンクシヨン No .:[ Fl 日] 

♦設定番号： 

[1] …完全に卷さ込む 

[2] …先端を残す 


♦ [ F 1 1 ] ワイヤレスモード時の内蔵スト□ボの巧巧方式選が 

ワイヤレスモード時に内蔵スト n ボをマスター発光させるかコント□一 
ル発光させるかを選択しまず。 

♦フアンクシヨン No .:[ Fl ]] 

♦設定番号： 

[1] …マスター発光(内蔵スト□ボは本 
発光する） 

に]…コント□ール発光(内蔵スト□ボ 
は本発光しない） 


> 

s 

P io 

1 


f 


•, JLj 

の - 1C 5 




含種レンズの使用について 


各種レンズの使用について 

本機と各種レンズを組み合わせたときに、使用できる機能について説明 
します。 



FA レンズ [ Kaf . Ka に] 

F レンズ [ Kaf ] 

A レンズ [ Ka ] 

U レンズ[の 

S レンズ [ P ] 

オー トフ オー カス 

■レンス単体使用 

〇 

〇 

X 

X 

X 

■ AF アダプター 1.7 X 使用 

- 

- 

〇 牛 1 

〇キ1 

X 

マニュアルフ オー カス 

■円表示の利用丰旦 

〇キ 3 

0*3 

0*3 

〇キ 3 

X 

■マット面の利用 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3 点測距 

〇 

〇 

X 

X 

X 

オートピクチャー、ピクチャー 

〇キ 4 

0*4 

か日 

X 

X 

彼り優先自動露出 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

シャッター優先自動露出 

〇キ 4 

0*4 

〇 

X 

X 

マニュアル露出 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

分割測光 (S 分割） 

〇 

〇 

0*6 

X キフ 

X キ 7 

般 0 A 位置凹外の絞り目安表示 

〇 

〇 

X 

X 

X 



*[] 内はマウント名です。マウント名については、レンズの使巧説明書を参照してください。 

* 1:レンズの開放値び F2.8 より明るいレンズのみ (AF アダプターの説明書を参照)。 

*2: 円はフォーカスインジケーターの略。ファインダー内の合焦マークで、手動でピント合わせを行う。 
*3: レンスの開放 F 値び F 己.6より明るいレンスのみ。 

*4:F-FA ソフト8已 mmF2.8 または、 FA ソフト2扫 mmF2.8 を除く。 

* 巳:標準モード固定となります。 

* 日: ASOmmFl. 2の場合、絞り A 位置し U 列■では中央重点測光になります。 

* 7:分割測光を選択しても中央重点測光になります。 































専用アク七ヴリー(別売)について 


本機には、次のよラな各種専用アクセサ U —び巧意されています。アクセ 
ヴ U —の詳細については、各サービス窓口にお問い合わせください。 

■単3バッテリーパック Fg 


単3電池を使用するためのバッテ U —パック。 



撮影可能フィルム本数およびバルブ時間 
♦アルカ U 電地を使用している場合 



フィルム本数(使巧温度20で） 

一般撮影 

約180本 

スト n ボ撮影(使用率已日％) 

約3巳本 

ストロボ撮影惟用率1日日％) 

約20本 

バルプ露出時間 

約18時間 


■ケーブルスイッチ 

ケーブルスイッチ CS -20 已 

レ|」ーズコードです。コードの長さは0.已 m です。 










き用アクセサリー側売)について 


■ストロボ関連 


オートスト D/lt’AF 360 FGZ 

ガイドナンバー3目のオートスト□ボ。スレーブ機能、光量比制御モード 
や先幕•後幕シンク□撮影などび可能。八イスピードシンク n 機能、ワイ 
ヤレス機能び可能。 



オートスト□ボ AF 500 FT 之 

ガイドナンバー已日の AF スポットビーム内蔵オートスト□ボ。スレーブ機 
能、乃レチ発光、光量比制御モードや先幕 • 懐幕シンク□撮影などび可能。 



マク□スト□ボ AF140C 

ガイドナンバー14の接写用スト□ボ 

オフカメラシュークリップ CL-10 

AF3 目日 FGZ などをカメラか5離して使用するときのセッティング用ク 
リップ。 

ホット シュー アダプター Fg 、 延長 コー ド F 已 P、 オフカメラ シュー 
アダプター F 

が付けスト□ボを力^ラか5離して使巧するとをのアダプターと接続 
コード。 



■ファインダー/レンズ関連 


マグニファイヤー Fb 

ファインダー中央部を拡大してみるアクセサリー。 

レフコンバーター A 

ファインダーを見る角度を白0度間隔に変えることびでをできるアクセ 

ヴ U —。倍率は]倍と2倍に切0誓えることびでさます。 

取り付け時、カメラの裏ぶたの開閉を巧うと、レフコンバータ ーA と接触します。裏ぶた開 

開時は、レフコンバーター A を外してください。 

AF アダプター 1.7 X 

オートフ オー カス用でない F 2.8 より明るいレンズで、オート フオー カス 

撮影するためのアダプター。 

フィルター 

スカイライト•曇天用 ‘ UV ’ YS •日 2‘ R 2 •円偏光びあります。フィルター 

留ま、 49 mm 、 已 2 mm 、 已 8 mm 、 日 7 mm 、77 mm の已種類です。 

化 

• 「64己レンズ用アダプター K」 をボディーに着脱するときは、アダプターの固定ネジの位 
置によってボディに当る場合がありますので注意してください。当る場合は、固定ネジ 
の位置を変えてか5操作を行って<ださい。 

• 才ートフオーカス機構の一部に八ーフミラーを使用していますので、一般の偏光フィル 
ターを使用するとオートフオーカスや露出の精度び低下します。オートフオーカスで使 
用するときには、円偏光フィルターのご使用をお勧めしまず。 

また、露出の精度わ低下しますので、円偏光フィルターの使巧をお勧めします。 

• ホットシュー部分に付いているホットシューカバーは、 MZ-L と MZ-7 専用品です。他の 
機種のをのを使用すると、スト n ボのオートポップアップび働かなくなります。 

• オートべ□-ス冉は、カメラを横位置でお使いください。縦位置では取り付けびできま 
せん。 



こんなとさは？ 


電源び OFF になっている 

電源スイツチを [ ON ] 位置に合わせてください（幅- P .24) 。 

電池び入っていない/逆にセツトされている 

電池のセツト方向を確認して正しくセツトしてくださしバ tTP.l 巳)。 

電池消耗マークび点滅している 

新しい電池に交換してくださし、（顿=口.38)。 

モードダイヤルが [ P 鬥 /[ ■リリ/[旧 0] 位置になっている 

モードダイヤルを他の位置にしてください。 

内蔵スト n ボが巧電中 

充電が完了するまで待ってください（ I 驴 P .33)。 


こんなとをは？ 


修理を依頼される前にをラー度、次の点をお調べください。 


♦ 表示パネルに何を表示をれない 


Check ! 電源が OFF になっている 

巧^電源スイッチを [ ON ] 位置に合わせてください（【矿 P .24)。 

Checks 電池が入っていない/逆にセットされている 

巧^電池のセット方向を確認して正しくセットしてください（【矿 P .1 日)。 

Checks 電池が完全に消辑している 

巧^新しい電池に交換してください （ trp .38)。 

シャッターびをれない 



1111111111 

C C C C C 




♦ ピントび合わない 


Check ! ピントを合わせたいものが AF フレームの範囲に入っていない。 

Ega 写したいちのを AF フレームに入れて撮影してください（Iが P. 2日）。 

Checks 撮影ずる距離び近ずぎる 

WmM 写したいものから離れて撮影してください（【霞 =p.7 己）。 

Checks 才ートフォーカスの苦手なもの（吸口. 76) 

Ega 被写体とほぼ同じ距離のものにフォーカス□ツクしたり（吸 P.8 日)、 
フォーカスモードレバーを [MF] 位置に含ねせ、マツト面を利用して手 
動でピント調整をしてください（I驴 P.78)。 

Check 4 フォーカスモードレバーび [ M 鬥位置になっている 

含焦マークやマツト面を利用して手動でピント調舊をしてください 
(腰 =p.7 日)。または、フォーカスモードレバーを [AF] 位置にして撮影 
してくださし' i(irp.7 己)。 

♦ フイルムの撮影巧数び表示されない 

Check ! 表示パネルに 「 EJ が点滅している 

E15I フイルムが正しくセツトされていません。フイルムを入れ直してくだ 
さい（唆 ==p.20)。 

Checks フイルムが入っていない 

WSmH フイルムを入れてください（辟 P.20) 

♦ 巧商スト□ポび発がしない 

Check ! 内蔵スト □ ボぴ巧電中 

充電び完了するまで待ってください（I賢 P.33)。 

Checks 電池消耗マークび点滅している 

新しい電池に交換してください（辟 P.38)。 





こんなとさは？ 


Checks 発光モードが [狂!! ©]( 才ートポップアップモード）に設定されている 

オートポップアップでは、写すものが明るい場合は発光しません。強 
制発光モードにすることで、明るい場合でも発光します〔唆 = P .33)。 

♦ 曰付の写し込みび薄い 


Check! 日付や時刻の写し込みが薄い 

巧^内蔵電池（ I 」チウム電池 CR 2 日巧）を交換してください（辟 P .4 C ))。 

♦ 巧商スト□ポび自動で上び6ない 


Check! オートピクチャー、ピクチャーモードになっていない 

wmM 露出モードをオートピクチャー、ピクチャーモードにしてください 
(辟 P .26)。 




主な仕様 


•型式 

TTL スト□ボ内蔵 TTL AE ’ AF 35 mm - 眼レフカメラ 

■画面サイス 

吕 4 x 3 己 mm 

•桂用フィルム 

3已 mm フィルム [ J 13巳バト□-ネ入り] 

3已 mmDX フィ J レム= 130吕己〜已〇〇0， 

DX でないフィルムは吃〇已〜6400 

•露出モード 

才ートピクチャーモード、ピクチかーモード、シャッター優先自動露出、絞り握先自動露出、 
マニュアル露出、バルブ 

参 シャッター 

電子制御式縦走 0 フォーカルプレーンシャッター、 

才ートシャッター=1/4000秒〜30秒[巧段階]、 

マニュアルシVッター=1/4000砂〜3日换バルス電磁レ U -ス、 

里 源 スイッチ OFF 位置で シャッターロック 

•レンズマウント 

ペンタックスバヨネット Kaf マウント[レンズ情報接点付 K マウント] 

•使用レンズ 

Kaf 2, Kaf マウントレンズ、 Ka 、 K マウントレンズ [ AF アダプター使用で AF 巧制 

■オートフォーカス機構 

TTL 位相差検出式3点測距 ( SAF 0 X 1 V ) 、 

才ートフォーカス作動輝度節囲 Ev -1 〜 18030100 F 1.4 レンス巧を）、 

フォーカス□ック可能、フォーカスモード = AF [動体予測巧]/ MF 、 AF 補助光 

•ファインダー 

ペンタ吉ラーファインター、ナチュラルプライトマットフォーカシングスク U —ン、 

巧野率 92%、 倍率 0.7 倍 [1.4/ 己 Omrtvoo ]、 巧 度=-2〜+1 m-i 

•ファインダー巧表示 

フォーカス表示!;®]ち焦=点打含焦不能=点滅、シャッター速度表示、絞り表示、 [>] 
=スト□ボ情報、バーグラフ=露出補正値マニュアル露出時のオーバー-アンダー表ち、 
[巧] =標準モード、 [ A ] =人物モード， [ A ] =風夏モード、 [必] =近接モード、 [式 J 動 
体モード、 [] =夜景モード.* = AE □ック、手ぶれ警告=オレンジ色表示 

♦ LC □バネル表示 

[ TvSSSo ] =シトッター速度. [ Av 泣の =絞り値、々トスト□ボ情報々]遅し、点滅=手 
ぶれ警を [ろ] 速し、点滅=不適切レンズ警告、 [<§>] =赤目軽減機能、 [巧の 0] =才ートポッ 
プアップ.スト□ポ自動発光， [の]ニ ワイヤレス発光、 [ HS ] 、イスピードシンク□、フィ 

ルム感度. ISO , [〇 _ ]= パト□-ネ.フィルム走行.巻き取り、 [日] =電池消耗、 

[■リリ= 電子音、 [画 =露出補正、卜 目.坑= 露出補正値’フィルム枚数、 [の] =セルフタイ 
マー.[― 111] = U モコン、口 =1コマ撮影、 [ Qj ] =連続驟. [因] =多麵出' [%] = 
才ートブラケット、低輝度時自動照巧 

•プレビュー 

亀テ式[全露出モードで使用可能] 

•セルフタイ 7— 

垂子制御式、始動はシかッターポタン、12砂、里子音のち巧設定可能、作動後解除可能 

■オートブラケッ 1- 

適正' アンダー-オー J t 一の3コマ連結段階露出げ可能 (+ 1 /2 EV )、 露出補正併用巧 

だ ラー 

クイック U ターン吉ラー 

参フィルム入れ 

オート□-ディング、襄ぶた閉じによ01枚目まで自動普を上げ、 

裏ぶたにフィルム情報窓付 

■巻を上げ'普走戻し 

巧蔵モーターによる自動巻き上げ-きき戻し式、 

1コマ撮影-連続撮影[約2コマ/秒]、フィルム終了時自動巻を房し、 

フィルム走巧 • きを房し完了を LCD 表示.多重露出巧能. 

途中きを戻しボタンによる途中卷を戻し可能 




















■露出計-測化節囲 

TTL 開な分割測光 (6 分割)、測光節囲 50mm F1.4 に日100 EV0 〜21 

■露出お正 

±3段階 [EV] (0 .已段階忙V]ごと設定巧能） 

参 AE □ック 

ポタン式(タイマーま2日秒間)シゎッターポタン半巧しで継続 

■内蔵スト□ボ 

直列制御 TTL スト□ボ、ガイドナンバ ー1 1 [ISO 100 /m に 8mm レンスをカバー、 

同調速度1/1吕已秒が下、光量比制御可能、 ISO 連動範囲= 2已〜800、 

才ートポップアップ、赤目軽減機能 

■シンクロ 

ぶットシユー[X接点専用スト□ポ接点付き]害用スト□ボ連動130連動範囲=吕已〜800、 
同調速度1/12已砂に(下、専用スト□ボ使用で A イスピードシンク□、ワイヤレスシンク□、 
P-TTL 才ート可能 

参ペンタツクスフアンクシヨン 

11項目設を可能 

♦電源 

3VU チウム電あ CR 吕吕個 

♦電池消耗警告 

バッテ IJ -マーク点'打[点滅時シトッターロック、ファインダー内表示はミ肖巧] 

■大きさ-質量[重さ] 

13已 .5mm [幅] x92mm [高] x63mm [厚] x400g 
[ボディーのみ,里池別] 

雜付属品 

あットシユーカバー Fk , カメラストラップ Fk 、 アイカップ Fk 、 ファインターキャップ、 

IJ モートコント□ール F 

データバック化様 

•揽槽 

クォーツ制御、液晶表示式,デジタル時計、 

オートカレンダー[西暦2049年まで、閨年は自動修正] 

■写し込みちま 

7iz グソント日が LCD、 フィルム背面より写し込み 

■表示 

データ表示窓に L C D 表示、表示写し込み時一が己〜3秒間点滅 

■種類 

①年-月-日、③日時•分、③……[データ写し込み巧し]、 

④月•日•年、⑥日月-年 

♦使用フィルム感度 

ISO 己已〜1曰00[感度自動セット] 

•電源 

CR202 已 [U チウム電細 

■発光回数 

巧巳000回 

リモコン仕様 

•リモコン 

ホか線 U モートコントロール、 U モコンシ ヤツ ターボタン押して約3秒を撮該、 

作動距誦=カメラ前面が]已 m な内 

♦電源 

U チウム蛋池に R 1日呂 0] 1個[ヴービスセンター交換] 

•大ささ 

吕 2mm [幅]X己 3mm [ち] x 6.已 mm [厚] 

•質量[重さ] 

7呂[悪池含む] 



























1 コマ 撮影 . 26 

日分割測光 ..... 74 

ADJUST ボタン ..... 42 

AE □ック ... 73 

AE □ックボタン . 73 

AF (才ートフオーカス） . 28,7曰 

AF アダプター . .. 122 

AF 補助光 . 34 

Av (絞り優先自動露出） . 63 

bu (バルブ露出） . ... 7曰 

DATE ボタン . 18 

DX 情報ピン ..... 21 

DX フィルム . 2曰 

M (マニュアル露出） . 67 

MF (マニュアルフオーカス） ............. 78 

PF (ペンタックスファンクシヨン） ...... 112 

P - TTL オート撮影 . 98 

SELECT ボタン . 42 

TTL オート撮影 . 99 

Tv (シャッター優先自動露出） . 65 

赤目軽減モード . 89.90 

裏ぶた . 20 

裏ぶた開放レバー.. . 20 

液晶照明 . . 2曰 

才ートピクチャーモード . 26 

オートフオーカス.. . 28.75 

オートブラケット.. ... 已1 

オートポップアップ . 32 

ガイドナンバー . 91 

近接モード .... 60 

合焦マーク . . 30 

強制発光ボタン . 94 

強制発光モード . 33,94 


ケーフルスイッチ . 

光量比制御シンク □. 

撮影可能フィルム本数 . 

王脚ネジ巧 ... 

自動発光 . 

自動巻を戻し ........................... 
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絞り 
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シャッター速度 
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人物モード . 
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スト□ボ 
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リモコン . 

レンズ 

取り付ける . 

巧蔵スト□ボとの適合性 

レンズ取り外しボタン . 

連続撮影 .................................. 

露出補正 . 

露出モード . 

露出モードの切り替え… 
シャッター優先自動露出 

絞り優先自動露出 . 

マニュアル露出 . 


ね巧 


マウント指標 . 

マット面 .... 

MF (マニュアルフォーカス） 
マニュアル露出 .... 


ワイド AF . 28 

ワイヤレススト□ボ制細 . 1曰2 

ワイヤレスモード . 102 


校景モ — 。 . d2 


自動巻さ戻し . 3巳 

途中巻を戻し . 36 

フィルム感度設定 . 37 

フィルム先端 マーク . 21 

フォーカスモードレバー ..... 28.7 已 .78 

フォーカス□ック撮影 ... 80 

プレビュー . 83 

分割測光 .. 74 

ペンタックスフアンクシヨン ........ 112 

防傷カバー . 22 


電子音 . 74 

電池 

セツ h ずる .] 已 

交換する （ U チウム電池 CR 2) .. 38 

電池の消耗について . 38 

交換する CU チウム電池 CR 202己） 

. 40 

電池消耗警告マーク ... 38 

電池ぶた ... 15 

動体モード . 61 

途中巻さ戻し.. . 36 

途中巻さ戻しボタン . 36 

ドライプボタン.. . 46 

内蔵スト□ボ 

使用する . 32,88 

撮影巧能距離 . 90 


は行 


バーグラフ . 日8,72 

A イスピードシンク□モード . 99 

A イスピードシンク□モード（ワイヤレス) 

. 101 

発光ち式 . 88 

バルブ撮影 . 70 

被写界深度 . 83 

曰付/時刻 

写し込みデータ形式 . 18 

曰付/時刻の修正 . 42 

表示パネル . 25 

標準モード ... 已7 

風景モード ... 已9 

ファインタ—キャップ . 49 

ファインダー内表示 ... 30 

ファンクシヨン N □.(選択項目） ...... 113 

フィルム 

セツトずる . 20 
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お客様窓口のご案内 

ペンタックス 

お客様相談センター (轉社製品に関ずるぉ問し冶わせ） 

干1 74-8639 東京都板橋区前野町 2-3 日-日 

営業時間午前日: 00 〜午後巨: 00 (± •曰•祝日および弊社休業日を除く） 

‘ 〇已 70-00] 3] 3 
市内通話料金でご使用いただけます。 

携帯 • PHS の方は下記番号をご利用ください。 

« 03 (39 色 0)3200( 倘 e 03(39 白 0)0887 デジタ J レカメラ専用 


ショールーム•写真展•修理受付 


ペンタックスフォーラム a 03(3348) 吕941 (巧） 

干1曰 3-040 1東京都新宿区西新宿 2-1- 1新宿兰井ビル1階(私書箱240号） 
営業時間午前10:3日〜午後日:30 (年末年始および王井ビル点検日を除き年中無休) 


修理受付 


ペンタックスホし幌営業所お客様窓 □ a 011(白 12)3 吕31 ㈱ 

〒〇已 0-0010 札幌市中巧区化10条西 18-3 曰ペンタックス札幌ビル2階 
営業時間午前日:00〜午後已:00 (±•曰•祝日および弊社休業日を除く） 

ペンタックス仙台営業所お客様窓 □ な022 (371) 白巨目3(巧) 

〒曰81 -3] 33仙台市泉区泉中央1-7-]千巧田生命泉中央駅ビル已階 
営業時間午前日:00〜午後已:00 (±•曰•祝日および弊社休業日を除く） 

ペンタックスちち屋営業所お客様窓 □ 巧 〇已吕(目目 2) 日331(代) 

干4日 1-0001 をち屋市東区泉 1-1 日-8ペンタックスビル3階 
営業時間午前日:00〜午後已:00 (±•曰•祝日および弊社休業日を除く） 

ペンタックス大阪営業所お客様窓 □ a 0目 (6271 )799 目(代) 

〒巳 42-0081 大阪市中央区南船場 1-1 7-日バールビル2階 
営業時間午前日:00〜午後已:〇〇 (±•曰•祝日および弊社休業日を除く） 

ペンタックス広島営業所お客様窓 □ a 〇目吕(吕 34) 已 6 S 1( 代) 

干730 -0851 に島市中区寝町 2-1 已層のビュ 0—3 階 

営業時間午前日:日〇〜午後已:〇〇 (±•曰•祝日および弊社休業日を除く） 






お客様窓□のご案巧 


ペンタックス福岡営業所お客様窓 □ a 092(281) 巨868 ㈱ 

〒扫 10- 日8日2福岡市博多区中洲中島の3-呂バールビル2階 
営業時間午前日:00〜午後已:日〇 (±•曰•祝日および弊社休業日を除く） 


宅配便•郵便修理受付•修理に関するお問い合わせ 


ペンタックスサービス ㈱ 東日本 f 彦理センターな 03(3 目7已 )4341 (代) 

干17己-0082東京都板橋区高島平 6-6-2 ペンタックス ㈱ 流通センター巧 
営業時間午前日:00〜午後已:00 (±•曰•祝日および弊社休業日を除く） 

ペンタックスサービス ㈱ 西日本修理センター巧06(目27 1)799 巨(代) 

〒已 42-0081 大阪市中央区南船場 1-1 7-日バールビル2階 
営業時間午前日:00〜午後已:00 (±•曰•祝日および弊社休業日を除く） 


ホームぺー ンノ'ドレス http :// www . pentax . co . jp / 






プ□グラム線図 


①標準モード （ FA 28-90 mm F 3.5-5.6) 



⑤人物モード （ FA 28-90 mm F 3.5-5.6) 



③風景モード （ FA 吕 8-90 mm F 3 .已-已.已) 















































































④近接モード （ FA 28-90 mm F 3.5-5.6) 



⑥動体モード ( FA 吕 8-90 mm F 3.5-5.6) 



细 

ストロボを使用していないときの夜景モードの 
プ□グラム線図は、標準モードと同様です。 





















































アフターサービスについて 


1. 本製品び万一故障した場合は、ご購入曰か5滿1年間無料修理致しまずので、お買い上げ 
店か使用説明書に記載されている当社お客様窓□にお申し出ください。修理をお急ぎの場 
合は、当社のお客様窓□に直接お持ちください。修理品ごを付の場合は、化粧箱などを利用 
して、輸送中の衝撃に耐えるよラしっかりと捆包してお送りください。不良見本のヴンプ 
ルや故障内容の正確なメモを添付していただけると原因分析に役立ちます。 

2. 保証期間中[ご購入後1年間]は、保話書[販売店印および購入年月日び記入されているもの] 
をご提示ください。な証書びないと保証期間中でも修理び有料になります。なお、販売店ま 
たは当社お客様窓□へお届けいただく諸費用はお客様にご負担願います。また、販売店と 
当社間の運賃諸掛りにつさましてち、輸送ちまによっては一部ご負担いただ < 場合びあり 
ます。 

3. 次の場ちは、な証期間中でち無料修理の対象にはなりません。 

■ 使用上の誤り（使用説明書記載政がの誤操作等)により生じた故障。 

■ 当社の指定するサービス機関政がで行われた修理•改造•分解による故障。 

-火が•天災•地変等による故障。 

• 保曽上の不備(高温を湿の場所、防虫剤や有害薬品のある場所での保管等)や手入れの 
不備(本体巧部に砂•ホコ1」•液体かぶり等)による故障。 

• 修理ご依頼の際にな証書のご提示、添付びない場合。 

• お買し1上げ販売店名や購入曰等の記載びない場合ならびに記載事項を訂正された場合。 

4. 保証期間挡降の修理は有料修理とさせていたださます。なお、その際の運賃諸掛りにつさ 
ましてもお客様のご負担とさせていたださます。 

已.本製品の補修用性能部品は、製造打ち切り後7年間を目安にイ呆有しております。したびっ 
て本期間中は原則として修理をお受け致します。なお、期間政後であっても修理可能の場 
合ちあ0ますので、当社お客様窓□にお問い合わせください。 

白.海外でご使用になる場合は、国隙な証書をお持ちください。国際保証書は、お持ちのな証書 
と交換に発行いたしますので、使用説明書記載のお客様窓□にご持参またはご送付くださ 
い。[保証期間中のみ有効] 

7. 保証内容に関して、詳しくは保証書をご覧ください。 





for your 
precious moments 


ペンタックス株式会社 

〒1 74-8639 東京都板橋区前野町2 -3 6-9 

ペンタックス販売株式会社 

干100 -0014 ま京都千代田区永田巧1 -11-1 


ペンタックスファミリーのご案内 

ペンタックスファミリーはペンタックス愛用者の写真クラブです。年4回の会報と写真年鑑の 
配布、イベントへの参加や修理料金の会員割引など様々な特典があります。 

お申し込み、お問い合わせは下記のペンタックスファミリー事務局まで。 

干100 -0014 東京都千代田区永田巧1-り-1 兰宅坂ビル3階 TEL :03-3 日 80-0336 


* 仕様および外観の一部を予告なく変更することがあります。 
* この使用説明書には再生おを使用しています。 


57401 


03-200211 







